
主な内容
●平成24年を振り返る……２ｐ
●年末年始のお知らせ……４ｐ

●冬休み遊んで学ぼう……５ｐ
●節電のお知らせ…………12ｐ
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勇壮活発な中野七頭舞
町民文化祭芸能発表会

勇壮活発な中野七頭舞
町民文化祭芸能発表会

 11月23日洞爺総合センターで開催され
た洞爺湖町民文化祭芸能発表会。11団体が、
演奏、合唱、踊りなどを披露し、集まっ
た約150人の観客を魅了しました。
(関連記事24Ｐ)

 11月23日洞爺総合センターで開催され
た洞爺湖町民文化祭芸能発表会。11団体が、
演奏、合唱、踊りなどを披露し、集まっ
た約150人の観客を魅了しました。
(関連記事24Ｐ)
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５
日
　
洞
爺
湖
消
防
出
初
式
。

８
日
　
成
人
式
、
出
席
者
83
人
。

13
日
　
「
し
あ
わ
せ
の
パ
ン
」
先
行

　
　
　
試
写
会
洞
爺
湖
文
化
セ
ン
タ

　
　
　
ー
で
開
催
。
約
１
、
０
０
０

　
　
　
人
来
場
。

６
日
　
洞
爺
湖
温
泉
冬
祭
り
始
ま
る
。

　
　
　
（
〜
12
日
）

12
日
　
と
う
や
冬
ま
つ
り
開
催
。
　

26
日
　
第
24
回
昭
和
新
山
国
際
雪
合

　
　
　
戦
で
町
内
チ
ー
ム
Ａ
Ｓ
・
Ｓ

　
　
　
Ｃ
（
一
般
）
が
初
優
勝
。

21
日
　
西
胆
振
消
防
組
合
洞
爺
湖
消

　
　
　
防
団
、
消
防
庁
長
官
表
彰
旗

　
　
　
受
賞
を
町
に
報
告
。

１
日
　
機
構
改
革
を
実
施
。
部
長
制

　
　
　
を
導
入
。

　
　
　
洞
爺
湖
消
防
署
が
伊
達
消
防

　
　
　
署
洞
爺
湖
支
署
へ
名
称
を
変

　
　
　
更
。
そ
れ
に
伴
い
温
泉
分
署

　
　
　
は
同
洞
爺
湖
支
署
に
統
合
。

　
　
　
洞
爺
分
署
は
洞
爺
出
張
所
に

　
　
　
名
称
を
変
更
。

　
　
　
洞
爺
湖
町
一
般
廃
棄
物
処
理

　
　
　
基
本
計
画
を
施
行
。

６
日
　
三
豊
市
と「
災
害
時
に
お
け
る

12
日
　
第
41
回
全
国
酪
農
青
年
女
性

　
　
　
酪
農
発
表
大
会
の
酪
農
経
営

　
　
　
発
表
で
、
塩
野
谷
孝
二
さ
ん

　
　
　
が
最
高
賞
の
農
林
水
産
大
臣

　
　
　
賞
を
受
賞
。（
〜
13
日
）

15
日
　
第
30
回
北
海
道
小
学
生
陸
上

　
　
　
競
技
大
会
で
、
橋
本
吏
功
く

　
　
　
ん
（
虻
小
５
年
）
が
ソ
フ
ト

　
　
　
ボ
ー
ル
投
げ
で
全
道
優
勝
。

　
　
　
（
〜
16
日
）

17
日
　
箱
根
町
自
治
会
長
親
善
訪
問

　
　
　
団
来
町
。

21
日
　
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２

　
　
　
in
洞
爺
湖
開
催
。
洞
爺
湖
温

　
　
　
泉
夏
祭
り
始
ま
る
。

26
日
　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
歓

　
　
　
迎
昼
食
会
、
59
人
参
加
。（
第

　
　
　
２
陣
８
月
９
日
）

27
日
　
「
ふ
れ
あ
い
フ
レ
ン
ド
リ
ー

　
　
　
ツ
ア
ー
」
で
三
豊
市
の
児
童

　
　
　
14
人
来
町
。
（
〜
30
日
）

　
　
　
ほ
ろ
酔
い
の
夕
べ
開
催
。

28
日
　
洞
爺
夏
ま
つ
り
開
催
。
　
　

６
日
　「
箱
根
親
善
訪
問
使
節
団
」の

　
　
　
中
学
生
６
人
来
町（
〜
９
日
）

19
日
　
に
ぎ
わ
い
ま
つ
り
＆
ビ
ア
ガ

　
　
　
ー
デ
ン
開
催
。
（
〜
20
日
）

27
日
　
洞
爺
高
校
の
今
後
の
方
針
に

　
　
　
つ
い
て
住
民
説
明
会
を
３
回

　
　
　
開
催
（
29
日
、30
日
）。
平
成

大会史上最高の出場者で開かれた洞爺湖マラソン大会史上最高の出場者で開かれた洞爺湖マラソン

初めて取り組まれた各産業団体共同の第１回大秋穫祭初めて取り組まれた各産業団体共同の第１回大秋穫祭



　
　
　
相
互
応
援
協
定
」
締
結
。

20
日
　
発
刊
さ
れ
た
「
ミ
シ
ュ
ラ
ン

　
　
　
ガ
イ
ド
北
海
道
２
０
１
２
特

　
　
　
別
版
」
に
町
内
の
ホ
テ
ル
、

　
　
　
飲
食
店
が
12
店
舗
掲
載
。

28
日
　
洞
爺
湖
ロ
ン
グ
ラ
ン
花
火
大

　
　
　
会
始
ま
る
。（
〜
10
月
31
日
）

29
日
　
元
町
議
会
議
長
朝
倉
英
隆
さ

　
　
　
ん
が
旭
日
小
綬
章
を
受
章
。

20
日
　
洞
爺
湖
マ
ラ
ソ
ン
開
催
、
過

　
　
　
去
最
高
の
６
、
４
３
６
人
が

　
　
　
参
加
。

10
日
　
町
内
４
地
区
14
コ
ー
ス
に
わ

　
　
　
た
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

　
　
　
作
製
、
全
戸
配
布
。

23
日
　
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ｏ
マ
ン
ガ
ア
ニ

　
　
　
メ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２
、
２

　
　
　
日
間
で
約
３
万
人
が
参
加
。

　
　
　
（
〜
24
日
）

28
日
　
北
海
道
か
ら
新
た
な
津
波
浸

　
　
　
水
予
測
図
公
表
。
町
内
最
高

　
　
　
水
位
、
高
砂
町
7.2
㍍

30
日
　
箱
根
町
と「
大
規
模
災
害
時
等

　
　
　
の
相
互
応
援
協
定
」を
締
結
。

１
日
　
第
36
回
洞
爺
産
業
ま
つ
り
開

　
　
　
催
。

　
　
　
26
年
度
以
降
の
募
集
停
止
な

　
　
　
ど
を
説
明
。

11
日
　
定
例
町
議
会
で
、
真
屋
町
長

　
　
　
が
財
政
健
全
化
団
体
か
ら
の

　
　
　
脱
却
を
報
告
。(

〜
20
日)

８
日
　
北
海
道
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
開

　
　
　
催
。
全
国
か
ら
の
べ
１
、
６

　
　
　
７
１
人
参
加
。
（
〜
16
日
）

８
日
　
２
０
１
２
月
浦
ワ
イ
ン
ま
つ

　
　
　
り
開
催
。

14
日
　
第
１
回
大
秋
穫
祭
開
催
。
西

　
　
　
胆
振
の
特
産
品
あ
じ
わ
う
。

３
日
　
洞
爺
湖
町
表
彰
式
。

10
日
　
第
１
回
町
民
感
謝
祭
開
催
。

12
日
　
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

　
　
　
製
、
全
戸
配
布
。

16
日
　
グ
デ
ン
・
グ
デ
ン
ヘ
ブ
ン
ツ

　
　
　
ア
ー
開
始
。（
〜
12
月
16
日
）

　
　
　
洞
爺
湖
温
泉
に
ぎ
わ
い
広
場

　
　
　
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
。

28
日
　
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
再
認
定
審

　
　
　
査
の
現
地
調
査
行
う
。

１
日
　
暴
力
団
排
除
条
例
施
行
。

　　にとって一番大きな出来事は、１年前倒しで達成

　　した財政健全化団体からの脱却です。まだまだ財政

健全化の道は厳しいですが、まちづくり総合計画の後

期計画も策定され、新たな一歩を踏み出した１年でした。

　洞爺湖マラソンへ過去最高の約６千人が参加。アニ

メフェスタにも３万人来場と大きく飛躍しました。

　食と観光を結びつける農業、漁業、観光業が一体と

なった、新たな試みも実施され、第１回大秋穫祭は、

多くの人で賑わいました。

　洞爺湖町のこの１年を振り返ります。（12月１日現在）



年末年始のし尿収集（汲取り）のお願い

　
　
場
と
関
係
施
設
の
年
末
年
始
の

　
　
休
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

役
場
の
休
日
は
、
12
月
29
日
〜
１

月
６
日
ま
で
で
す
。
死
亡
届
な
ど
の

戸
籍
届
出
は
、
当
直
員
が
受
付
け
ま

す
。
た
だ
し
１
月
４
日
は
、
本
庁
舎

住
民
課
、
税
務
財
政
課
、
健
康
福
祉

課
、
会
計
課
並
び
に
洞
爺
湖
温
泉
支

所
、
洞
爺
総
合
支
所
庶
務
課
の
窓
口

を
開
き
ま
す
。
時
間
は
通
常
ど
お
り

８
時
45
分
〜
17
時
30
分
で
す
。

 

業
務
は
、
戸
籍
謄
抄
本
、
住
民
謄

抄
本
、
印
鑑
証
明
書
の
証
明
発
行
の

ほ
か
、
税
の
証
明
や
納
付
書
で
の
支

払
で
す
。

　
収
集
業
務
の
休
日
は
、
12
月
30
日

〜
１
月
３
日
で
す
。
４
日
か
ら
区
域

ご
と
に
通
常
通
り
収
集
を
開
始
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
町
、
洞
爺
湖
温
泉
、
花

和
、
月
浦
地
区
は
12
月
29
日
（
可
燃

ご
み
と
生
ご
み
）。
洞
爺
地
区
は
、

12
月
28
日
（
可
燃
ご
み
と
生
ご
み
）

と
１
月
４
日
（
可
燃
ご
み
と
生
ご
み
）

に
収
集
を
行
な
い
ま
す
。
朝
８
時
ま

で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
１
月
の
第
１
水
曜
日
２
日
の
資
源

ご
み
回
収
地
区
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

ご
注
意
願
い
ま
す
。

※
12
月
の
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
最
終

収
集
は
、本
町
地
区
25
日
、洞
爺
湖
温

泉
、
花
和
、
月
浦
地
区
は
15
日
、
洞

爺
地
区
は
20
日（
粗
大
ご
み
）で
す
。

洞
爺
地
区
の
燃
や
せ
な
い
ご
み
は
１

月
９
日(

水)

に
臨
時
収
集
し
ま
す
。

★
注
意

　
洞
爺
湖
温
泉
地
区
、
花
和
、
月
浦

地
区
の
１
月
の
燃
や
せ
な
い
ご
み
の

収
集
は
、
15
日
の
１
回
で
す
。

●
メ
ル
ト
タ
ワ
ー
21
（
室
蘭
市
　
西

胆
振
地
域
廃
棄
物
広
域
処
理
施
設
）

の
受
入
体
制

　
12
月
31
日
　
８
時
30
分
〜
17
時
ま
で
。

　
１
月
１
日
〜
３
日
　
10
時
〜
15
時

ま
で
。
　
０
１
４
３-

59-

０
７
０
５

　
12
月
30
日
〜
１
月
５
日
（
あ
ぶ
た

ふ
れ
合
い
セ
ン
タ
ー
／
洞
爺
総
合
セ

ン
タ
ー
／
あ
ぶ
た
体
育
館
／
あ
ぶ
た

母
と
子
の
館
）

　
12
月
30
日
〜
１
月
５
日
。

　
12
月
30
日
〜
１
月
５
日
。
６
日
か

ら
通
常
営
業
。

　
12
月
30
日
〜
１
月
３
日
。
４
日
か

ら
通
常
営
業
。

　
12
月
31
日
〜
１
月
１
日
。
た
だ
し
、

１
月
２
日
〜
５
日
ま
で
の
開
館
に
つ

い
て
は
、
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま

で
で
す
。
６
日
か
ら
通
常
開
館
。
　

　
12
月
31
日
〜
１
月
１
日
。
２
日
〜

４
日
ま
で
の
開
館
に
つ
い
て
は
、
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で
で
す
。
５

日
か
ら
通
常
開
館
。

　
12
月
31
日
〜
１
月
１
日
。
２
日
か

ら
通
常
営
業
。

年
末
年
始
の

休
日
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の

休
日
の
お
知
ら
せ

役
場
の
業
務

ご
み
収
集
業
務

各
社
会
教
育
施
設

　
年
末
・
年
始
の
水
道
・
下
水
道
の
凍
結
及
び
故
障
な
ど
に
つ
い
て
は
、
次

の
当
番
業
者
ま
で
連
絡
願
い
ま
す
。

洞
爺
湖
管
工
事
業
協
会
当
番
表

◆し尿収集の申込みはお早めに
　申込みから通常10日以内にし尿収集に伺いますが、毎
年、年末・年始は混雑しますので余裕をもって申込んで
ください。12月21日までの申込みは、年内中に行う予定で、
年明けは１月７日から収集です。
◆冬期間のし尿収集
　冬期間、積雪や寒冷のため収集作業に支障をきたすこ
とがあります。円滑に収集できるよう、除雪や凍結防止
にご協力ください。
◆し尿処理料金について
　し尿収集が終わりましたら、その場で委託収集業者に
現金で納めるか、不在の場合などは、後日郵送される納
付書により、金融機関で納めてください。し尿処理料を
納め忘れた場合、し尿収集することができない場合があ
りますのでご注意ください。
◆留守の場合
　し尿収集する予定日ごろに留守にされますと、十分な
収集ができない場合があります。ご協力をお願いします。
　住民課 　74-3002　　洞爺湖温泉支所　 75-2281
　洞爺総合支所　 82-5111

12月30日（日）

12月31日（月）

１月１日（火）

１月２日（水）

１月３日（木）

１月４日（金）

１月５日（土）

１月６日（日）

（有）大　和　設　備

（株）ゴ 　 ウ 　 ダ

（有）齋藤設備工業

ホッコー建設運輸（株）

（株）ゴ 　 ウ 　 ダ

（株）大西土地開発

ヒ ロ セ 配 管 設 備

（有）大 和 設 備

ホッコー建設運輸（株）

（有）菖 蒲 設 備

（株）大西土地開発

（有）齋藤設備工業

（有）菖 蒲 設 備

（株）ゴ ウ ダ

（有）齋藤設備工業

ヒ ロ セ 配 管 設 備

76-3197

76-5254

75-2707

76-3418

76-5254

76-2660

76-3617

76-3197

76-3418

76-4566

76-2660

75-2707

76-4566

76-5254

75-2707

76-3617

日　付 連絡先当　番　業　者

あ
ぶ
た
読
書
の
家

み
ず
う
み
読
書
の
家

洞
爺
水
の
駅

道
の
駅
あ
ぷ
た

道
の
駅
と
う
や
湖

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

火
山
科
学
館

サ
ミ
ッ
ト
記
念
館

洞
爺
い
こ
い
の
家



　
　
雪
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。
洞
爺

　
　
湖
町
で
は
、
除
雪
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
が
、
効
率
的
な
除
雪
作
業

を
行
な
う
た
め
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
自
宅
の
出
入
り
口
は
各
家
庭
で
の 

　
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
車
道
へ
雪
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ

　
い
。

③
歩
道
や
路
上
へ
の
駐
車
は
、
し
な

　
い
で
く
だ
さ
い
。

④
除
雪
車
な
ど
に
は
近
寄
ら
な
い
で

　
く
だ
さ
い
。

⑤
マ
ン
ホ
ー
ル
に
雪
を
捨
て
な
い
で

　
く
だ
さ
い
。

⑥
除
雪
後
は
間
口
に
段
差
が
で
き
ま

　
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦
道
路
の
適
正
な
使
用
に
協
力
く
だ

　
さ
い
。
（
路
上
な
ど
に
障
害
物
を

　
お
か
な
い
で
）

⑧
子
供
の
そ
り
遊
び
な
ど
に
よ
る
飛

　
び
出
し
は
危
険
で
す
。

　
　
　
環
境
課
　
　
74-

３
０
０
６

冬
期
間
の
除
雪
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

冬
期
間
の
除
雪
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

冬休み
遊んで学ぼう
冬休み

遊んで学ぼう
西いぶりリサイクルプラザ

詳細・申込　　0143-59-0319

①お菓子の箱で作る　きのこの山ロボット
　12月27日（木）10:30～12:30

②お菓子の箱で作る　たけのこの里ロボット
　12月27日（木）13:30～15:30

③お菓子の箱で作る　玉のりコーヒービートマウス
　　　　　　　　　　　　/マーブルチョコマウス

　12月28日（金）10:30～12:00
④お菓子の箱で作る　玉のりアポロチョコうさぎ
　　　　　　　　　　　　　/バナナチョコうさぎ

12月28日（金）13:30～15:00
⑤お菓子の箱で作る　クラシックカー

　12月29日（土）10:30～12:30
⑥ペットボトルキャップで作る　オセロゲーム

　12月29日（土）13:30～15:30
⑦ガチャポンカプセルで作る　チョロカエル

　平成25年1月7日（月）10:30～11:30
⑧ガチャポンカプセルで作る　ＵＦＯトンボ

平成25年1月８日（火）10:30～12:00
⑨アルミ缶で作る　アルミ缶飛行機

平成25年1月10日（木）10:30～12:30
⑩廃材で作る　動物の形のプランターカバー

　平成25年1月12日（土）10:30～12:30
⑪ペットボトルで作る　静電気ロボ・ドハツデン

　平成25年1月13日（日）10:30～12:30
⑫廃材で作る　ゴム鉄砲的当てゲーム

　平成25年1月13日（日）13:30～15:30
⑬空きびんで作る　ジャムキャンドル
　平成25年1月14日（月）10:30～11:30/13:30～14:30
　　　◆定員（先着順）、費用については直接電話で
　　　　確認してください。

①寒い冬を乗り切ろう 洞爺湖温泉 入浴剤づくり
②空からの手紙を読んでみよう 雪の結晶 手ぬぐいづくり
■12月23日(日)～12月30日(日)
　平成25年１月２日(水)～１月14日(月)
　午前の部９:00～11:00　午後の部13:00～16:00
（施設利用の都合により、一時休止になる場合もあります）
◆対象は小学生以上(幼児は保護者同伴)
◆随時受付
◆費用は、すべて500円（入浴剤づくりと雪の結晶手
　ぬぐいづくり両方参加 700円)　

洞爺湖ビジターセンター　
詳細・申込　　75-2555

①木の季節変化を見てみよう　落ち葉でステンドグラスづくり
②動物が残した痕跡を追跡してみよう

　動物のあしあとでマイバックづくり
■12月23日(日)～12月30日(日)/平成25年１月６日  
　(日)～１月14日(月) 
　午前の部９:00～11:00午後の部13:00～16:00（施設利
　用の都合により、一時休止になる場合もあります）
◆対象は小学生以上(幼児は保護者同伴)
◆随時受付
◆費用は、すべて500円
≪冬休み特別企画≫
木を使ってカレンダーを作ろう！
■日　　時　平成25年1月12日(土)　
■集合時間　13:00(終了15:00)
■対　　象　小学生以上(幼児は保護者同伴)
■定　　員　15名(申込み順)
■参 加 費　500円

洞爺たからだ自然体験ハウス　
詳細・申込　　82-5999



　
　
爺
高
校
の
跡
地
を
含
め
、
洞
爺

　
　
地
区
の
振
興
策
を
話
し
合
う
第

１
回
洞
爺
地
区
振
興
策
検
討
委
員
会

が
、
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
真
屋
町
長
か
ら
各
委
員

に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、
委
員
長
に

は
桑
原
　
敏
さ
ん
（
洞
第
２
）
、
副

委
員
長
に
は
五
十
嵐
篤
雄
さ
ん
（
洞

第
３
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
事
務
局
か
ら
は
、
同
委
員
会
の
設

置
要
綱
や
今
後
協
議
し
て
い
く
項
目

の
整
理
な
ど
論
議
の
進
め
方
つ
い
て

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
次
回
か
ら

具
体
的
な
審
議
に
入
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
す
。

　
正
副
委
員
長
以
外
の
委
員
は
次
の

と
お
り
。
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

▽
鈴
木
　
孝
さ
ん
（
洞
第
４
）
▽
大

西
正
夫
さ
ん
（
成
香
）
▽
毛
利
　
納

さ
ん
（
洞
第
３
）
▽
上
名
耕
司
さ
ん

（
洞
第
４
）
▽
奥
村
一
雄
さ
ん
（
洞

第
５
）
▽
橋
本
ひ
と
み
さ
ん
（
美
沢

西
）
▽
宮
田
ひ
と
み
さ
ん（
洞
第
５
）

　
　
　
　
　
　
　
▽
岡
本
里
佳
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
洞
仁
会
）
▽
大

　
　
　
　
　
　
　
西
泰
弘
さ
ん
（
大

　
　
　
　
　
　
　
原
）
▽
青
野
敏
志

　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
（
成
香
）
▽

　
　
　
　
　
　
　
村
上
正
弘
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
洞
第
１
）
▽
角

　
　
　
　
　
　
　
谷
卓
子
さ
ん
（
旭

　
　
　
　
　
　
　
浦
）
▽
稲

實

邦

　
　
　
　
　
　
章

さ

ん
（
洞
第

　
　
　
　
　
　
　
２
）

　
　
月
１
日
か
ら
町
暴
力
団
排
除
条

　
　
例
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

そ
れ
に
基
づ
き
洞
爺
湖
町
と
伊
達
警

察
が
、
11
月
16
日
役
場
で
、
暴
力
団

排
除
を
徹
底
す
る
た
め
、
情
報
共
有

な
ど
相
互
の
連
絡
体
制
を
確
立
さ
せ

る
合
意
書
を
締
結
し
ま
し
た
。
同
署

管
内
の
自
治
体
で
は
初
め
て
の
取
組

み
と
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
９
月
の
町
議
会
定
例
会

で
同
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
北
海
道
が
昨
年
、
暴
力
団
排
除
条

例
を
制
定
し
た
こ
と
を
受
け
て
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

　
同
条
例
で
は
、
町
民
の
安
全
で
平

穏
な
生
活
の
確
保
の
た
め
、
暴
力
団

を
利
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
町

の
事
務
や
事
業
に
お
い
て
、
入
札
へ

の
参
加
停
止
や
契
約
解
除
、
公
共
施

設
へ
の
利
用
制
限
な
ど
の
措
置
を
定

め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
行
わ
れ
た
締
結
式
で
は
、

真
屋
町
長
と
谷
伊
達
署
長
が
、
合
意

書
を
交
わ
し
、
「
警
察
と
連
携
し
、

町
民
の
安
全
で
平
穏
な
生
活
を
確
保

し
て
い
き
た
い
」
と
、
警
察
と
の

支
援
、
協
力
体
制
に
つ
い
て
真
屋

町
長
は
、
決
意
を
あ
ら
た
に
し
ま

し
た
。

洞爺地区振興策
検討委員会が
初会合

洞
爺
湖
町
と
伊
達
警
察
署

暴
力
団
排
除
で
合
意
書
締
結

　　浦地区でロケーションが行われた映画

　　「しあわせのパン」の公開を記念して、

12月14日同地区にあるオートキャンプ場グ

リーンステイ内にモニュメント「しあわせの

鐘」が設置され、その除幕式が行われました。

　鐘は、真ちゅう製で、直径40センチ。約

高さ２メートルの支柱に取り付けられてい

ます。

　除幕式では、地元の温泉小学校の児童や

地域住民ら

約25名が参

加。続いて

一人ひとり

が鐘を鳴ら

し、新たな

観光スポッ

トの誕生を

喜びました。

月浦に「しあわせの鐘」設置

委嘱状を受け取る青野委員委嘱状を受け取る青野委員

合意書を交わす真屋町長と谷伊達署長(左)合意書を交わす真屋町長と谷伊達署長(左)

記念の鐘をならす洞爺湖温泉小の児童記念の鐘をならす洞爺湖温泉小の児童



　
　
洞
爺
村
議
会
議
員
の
故
大
西
俊

　
　
雄
さ
ん
が
、
旭
日
双
光
章
を
受

賞
し
、
10
月
22
日
洞
爺
湖
町
役
場
で
、

伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
西
議
員
は
、
昭
和
50
年
５
月
に

洞
爺
村
議
会
議
員
に
当
選
以
来
、
平

成
16
年
１
月
ま
で
８
期
29
年
の
間
村

議
会
の
重
鎮
的
存
在
と
し
て
そ
の
任

務
を
全
う
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
真
屋
町
長
か
ら
孫
の
大

西
巧
さ
ん
に
位
記
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　
　
成
24
年
度
「
中
学
生
の
税
に
つ

　
　
い
て
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、

虻
田
中
学
校
か
ら
２
人
の
生
徒
が
入

選
し
、
11
月
14
日
同
校
で
表
彰
伝
達

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
租
税
教
育
の

推
進
を
目
的
に
、
全
国
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
と
国
税
庁
が
主
催
。

　
伝
達
式
で
は
、
西
胆
振
地
区
納
税

貯
蓄
組
合
連
合
会
長
で
、
洞
爺
湖
町

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
の
宮
腰
哲

雄
さ
ん
と
綱
嶋
教
育
長
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
生
徒
た
ち
に
表
彰
状
と
記
念
品
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

▽
洞
爺
湖
町
長
賞
　
吉
田
岳
史
さ
ん

（
１
年
）
▽
西
胆
振
地
区
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
優
秀
賞
　
熊
谷
早
耶
さ

ん
（
１
年
）

　　を考える週間の11月12日室蘭市で平成24
　　年度納税表彰式が行われ、室蘭税務署長
表彰に洞爺湖町から七戸輝彦さんと髙田幸雄
さんが受賞されました。
　七戸さんは、虻田青色申告会長で室蘭地方
青色申告会理事。青色申告の普及に尽力され
ました。高田さんは、湖会納税貯蓄組合長で
西胆振地区納税貯蓄組合連合会理事を務め、
納税の普及に尽力されました。
　お二人とも団体を通じて納税奨励の啓蒙と
実践に尽力された功績が認められました。

　　成24年度防火・防災作品コンクール（北
　　海道、北海道消防協会主催）で、とうや
小学校の芳賀俊介くん（同４年）が最高賞の道
知事賞に次ぐ道消防協会長賞を受賞しました。
　とうや小では、４年生が社会科授業「防火
について」の取組みとして、全員参加を決定し、
夏休みの課題としました。
　芳賀くんは、お父さんから聞いた「料理を
している途中で火をつけたまま電話に出て、
それがもとで火事になる場合がある」と言う
話にヒント得て、引火する鍋を中央に大きく
描いた作品を仕上げました。
　　　　　　　　　　　　「びっくしたけど
　　　　　　　　　　　　うれしかった」と
　　　　　　　　　　　　喜びを表す芳賀君。
　　　　　　　　　　　　「将来の夢はプロ
　　　　　　　　　　　　 野球選手」とは
　　　　　　　　　　　　 っきり応える一方
　　　　　　　　　　　　「好きな絵もずっ
　　　　　　　　　　　　　と続けていきたい」
　　　　　　　　　　　　と夢は広がります。

故
大
西
さ
ん
旭
日
双
光
章
受
章

地
方
自
治
の
進
展
に
尽
力

税
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

虻
田
中
学
生
２
人
が
入
選

納税奨励に功績
納税表彰に２人受賞

とうや小芳賀くん　
道消防協会長賞受賞

道消防協会賞を受賞した芳賀俊介くん道消防協会賞を受賞した芳賀俊介くん

位記を受け取る大西巧さん(左)位記を受け取る大西巧さん(左)

洞爺湖町長賞を受賞した吉田岳史さん洞爺湖町長賞を受賞した吉田岳史さん

西胆振地区納税貯蓄組合連合会優秀賞を受賞した熊谷早耶さん西胆振地区納税貯蓄組合連合会優秀賞を受賞した熊谷早耶さん



 

●
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切

に
保
管
を
！
　

　
平
成
24
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30

日
ま
で
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
人
に
対
し
て
、
11
月
上
旬
に
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
年

末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
世
帯
主
が
世
帯
（
家
族
）
の

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合

に
も
納
付
し
た
人
の
社
会
保
険
料
控

除
額
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
家
族
あ
て
に
送
付
さ
れ
た
控
除

証
明
書
も
申
告
等
を
行
う
際
に
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
と
は

　
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
は
、
そ
の
年
中
に
納
め

た
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
額
を
証

明
す
る
書
類
で
す
。
国
民
年
金
の
保

険
料
に
つ
い
て
、
年
末
調
整
や
確
定

申
告
の
際
に「
社
会
保
険
料
控
除
」の

適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
こ
の
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
や
領
収
証
書
（
追
加
で

納
め
た
保
険
料
が
あ
る
場
合
）
を
申

告
書
に
添
付
す
る
こ
と
な
ど
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
送
付
時
期
は
…

　
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
は
、
毎
年
11
月
上
旬
ま

た
は
翌
年
の
２
月
上
旬
の
い
ず
れ
か

に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
11
月
上
旬
に
発
送
さ
れ
る
人
は
、

そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
の
間
に
国
民
年
金
の
保
険
料
を

納
め
た
実
績
が
あ
る
人
で
す
。

　
ま
た
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に
発
送

さ
れ
る
人
は
、
11
月
発
送
の
対
象
と

は
な
ら
な
か
っ
た
人
で
、
10
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
国
民
年
金
の

保
険
料
を
納
め
た
人
と
な
り
ま
す
。

●
社
会
保
険
料
控
除
と
は

　
社
会
保
険
料
控
除
と
は
、
自
分
自

身
の
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
、
国

民
健
康
保
険
、
健
康
保
険
・
厚
生
年

金
保
険
な
ど
）
を
納
め
た
と
き
、
あ

る
い
は
配
偶
者
や
そ
の
他
の
親
族
の

負
担
す
べ
き
社
会
保
険
料
を
納
め
た

と
き
に
受
け
ら
れ
る
所
得
控
除
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
配
偶
者
や
家
族
の

負
担
す
べ
き
国
民
年
金
の
保
険
料
を

納
め
た
と
き
は
、
納
め
た
人
が
そ
の

保
険
料
額
を
申
告
で
き
ま
す
。

　
申
告
で
き
る
金
額
は
、
年
間
に
納

め
た
社
会
保
険
料
の
金
額
で
す
。

　
な
お
、
年
末
調
整
の
申
告
で
は
、

給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
た
社
会
保
険

料
（
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
な

ど
）
は
、
事
業
所
で
一
括
し
て
計
算

さ
れ
ま
す
の
で
、
自
分
自
身
で
申
告

書
に
記
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

事
業
所
が
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
、
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
な

ど
の
社
会
保
険
料
を
申
告
書
に
記
載

し
ま
す
。

　
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
は
、
胃

が
ん
・
大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
検
診
と

並
ん
で
、
検
診
が
と
り
わ
け
有
効
な

が
ん
で
す
。
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
は
、

ウ
イ
ル
ス
感
染
や
女
性
ホ
ル
モ
ン
が

関
係
し
て
い
る
た
め
、
他
の
が
ん
と

は
違
い
30
〜
40
歳
代
の
若
い
世
代
に

多
い
が
ん
で
す
。

　
洞
爺
湖
町
で
は
、
年
に
１
回
乳

が
ん
検
診
・
子
宮
が
ん
検
診
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
お
受
け
く
だ
さ
い
。
乳
が
ん

検
診
・
子
宮
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
を
お
持
ち
の
方
で
、
ま
だ

受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
も
ぜ
ひ
お

受
け
く
だ
さ
い
。

◆
日
程
・
会
場
　

●
１
月
24
日
（
木
）
　
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
さ
わ
や
か
　

●
１
月
25
日
（
金
）
　
洞
爺
ふ
れ
愛

セ
ン
タ
ー
　
　
　
　

※
時
間
予
約
制
・
定
員
制
で
す
。
12

月
10
日
よ
り
予
約
を
開
始
し
ま
す
。

早
め
に
電
話
に
て
問
合
わ
せ
、
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

　
２
年
に
１
度
の
受
診
と
な
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検

診
を
受
診
さ
れ
た
方
は
、
来
年
受
け

て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
締
切
り

　
申
込
み
は
１
月
９
日
（
水
）
ま
で

に
電
話
に
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
先
月
号
に
引
続
き
今
月
は
、
未
成

年
者
の
契
約
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

　
未
成
年
者
の
契
約
は
親
権
者
の
同

意
が
必
要
で
す
。
同
意
の
な
い
契
約

は
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
取

り
消
す
時
は
、
は
じ
め
か
ら
な
か
っ

た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
ま
で
に
、
商
品
や
代
金
の
受

け
渡
し
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
返
し
て

元
の
状
態
に
回
復
し
ま
す
。
商
品
が

使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
現
存
利

益
の
返
還
と
い
っ
て
、
い
ま
残
っ
て

い
る
状
態
で
返
し
て
よ
い
の
で
す
。

　
返
す
物
が
残
っ
て
い
な
い
場
合
に

は
、
返
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
が
生
活
必
需
品
の
た
め
の
消
費

で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
本
来
出
す
べ

き
費
用
だ
っ
た
と
み
な
さ
れ
、
返
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
未
成
年
者
の
契
約
で
あ
っ
て
も
取

り
消
せ
な
い
場
合

①
親
権
者
が
使
用
を
許
可
し
た
お
金

で
契
約
し
た
場
合（
お
小
遣
い
な
ど
）

②
自
分
は
成
年
で
あ
る
と
積
極
的
に

社会保険料（国民年
金保険料）控除証明
書が発行されます
■問合せ
　室蘭年金事務所（お
　客様相談室）
　　0143-50-1004
　住民課住民・戸籍
　年金グループ
　　74-3002

乳がん検診･子宮が
ん検診のお知らせ

■問合せ
　洞爺湖町健康福祉
　センターさわやか
　　76-4006

「契約」ってなあ
に？

■問合せ
　産業振興課水産商
　工グループ
　　74-3005



相
手
を
だ
ま
し
て
契
約
し
た
場
合

③
婚
姻
後
に
契
約
し
た
場
合
（
婚
姻

し
た
場
合
は
成
年
と
み
な
さ
れ
ま
す
）

④
契
約
当
時
は
未
成
年
で
あ
っ
た
が

成
年
と
な
っ
て
か
ら
代
金
を
支
払
っ

た
契
約
の
場
合
（
法
定
追
認
）

⑤
親
権
者
が
代
金
を
支
払
っ
た
契
約

の
場
合
（
法
定
追
認
）

⑥
成
人
に
達
し
て
か
ら
（
追
認
で
き

る
時
か
ら
）
５
年
が
経
過
し
た
契
約

の
場
合
（
25
歳
を
過
ぎ
る
と
で
き
な

い
）

◆
取
消
し
の
申
し
出
は
、
配
達
証
明

付
き
内
容
証
明
郵
便
で
行
い
ま
す
。

◆
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

　
一
般
の
消
費
者
が
、
商
品
購
入
や

権
利
・
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
契
約
を

し
た
場
合
に
、
一
定
の
期
間
で
あ
れ

ば
理
由
な
し
に
解
約
で
き
る
制
度
で

す
。

◆
右
記
５
種
類
の
取
引
で
個
別
ク
レ

ジ
ッ
ト
契
約
（
商
品
サ
ー
ビ
ス
購
入

の
つ
ど
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
す
る

方
式
）
を
し
た
場
合
、
同
様
の
期
間
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
対
し
て
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
す
。

　
契
約
日
か
ら
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

期
間
が
過
ぎ
た
と
し
て
も
、
解
約
で

き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
の
５

カ
条

①
そ
の
場
で
契
約
せ
ず
に
、
本
当
に

必
要
か
ど
う
か
を
も
う
一
度
考
え
ま

し
ょ
う
！

②
高
額
な
契
約
は
家
族
や
知
人
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
！

③
う
ま
い
話
、
儲
け
話
に
は
注
意
し

ま
し
ょ
う
！

④
契
約
書
の
内
容
を
よ
く
確
認
し
、

支
払
い
総
額
な
ど
　
自
分
の
収
入
と

比
較
し
て
考
え
ま
し
ょ
う
！

⑤
口
約
束
は
契
約
書
に
必
ず
書
い
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
！

　
洞
爺
湖
町
で
は
、
町
内
の
商
工
業

の
振
興
と
活
性
化
を
目
的
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
支
援
事
業
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　
空
き
家
・
空
き
店
舗
を
活
用
し
、

地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
シ
ョ
ッ

プ
を
開
業
、
起
業
し
た
い
方
を
対
象

に
資
金
的
に
支
援
す
る
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
し
開
業
、
起
業
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
対
象
事
業
　
①
小
売
業
、
サ
ー
ビ

ス
業
、
飲
食
業
②
地
元
農
産
物
及
び

海
産
物
等
直
売
所
③
農
産
物
及
び
海

産
物
を
使
っ
た
加
工
品
の
製
造
・
販

売
業
④
地
域
の
景
観
を
生
か
し
た

観
光
業
⑤
そ
の
他
、
本
町
の
特
色
を

生
か
し
た
事
業

●
対
象
経
費
　
業
種
を
営
む
た
め
の

店
舗
等
改
装
費
、
又
は
備
品
購
入
費
、

家
賃

●
対
象
要
件
　
洞
爺
湖
町
民
、
又
は

町
民
に
な
る
予
定
の
者
で
、
町
税
な

ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
者

●
補
助
金
の
交
付
額
　
補
助
対
象
事

業
に
対
す
る
補
助
金
の
交
付
額
は
、

次
の
と
お
り
。

①
改
装
費
補
助
　
店
舗
な
ど
の
改
装

費
の
１
／
２
以
内
と
し
、上
限
50
万
円

②
備
品
購
入
費
補
助
　
開
業
に
必
要

な
備
品
な
ど
購
入
費
の
１
／
２
以
内

と
し
、
上
限
30
万
円

③
家
賃
補
助
　
空
き
家
店
舗
の
家
賃

（
敷
金
・
礼
金
は
除
く
）
対
象
月
額

１
／
２
以
内
。
た
だ
し
、
最
長
２
年

間
で
、
１
年
目
は
５
万
円
、
２
年
目

は
３
万
円
が
限
度
。

　
詳
し
く
は
、
産
業
振
興
課
地
域
振

興
グ
ル
ー
プ
へ
。

主
な
改
正
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
生
命
保
険
料
控
除
の
見
直
し

　
平
成
22
年
度
の
税
制
改
正
で
、
平

成
25
年
度
以
降
の
個
人
住
民
税
（
所

得
税
は
平
成
24
年
分
か
ら
）
の
生

命
保
険
料
控
除
制
度
が
見
直
さ
れ

ま
す
。

◆
個
人
住
民
税
（
道
町
民
税
）

　
個
人
住
民
税
（
道
町
民
税
）
の
生

命
保
険
料
控
除
の
合
計
適
用
限
度
額

の
７
万
円
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

今
ま
で
の
一
般
生
命
保
険
料
控
除
と

個
人
年
金
保
険
料
控
除
に
、
介
護
医

療
保
険
料
控
除
が
新
設
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
保
険
料
控
除
の
適
用
限
度

額
が
２
万
８
千
円
へ
と
変
更
さ
れ

ま
す
。

　
た
だ
し
、
平
成
23
年
12
月
31
日
以

前
に
締
結
し
た
保
険
契
約
等
に
係
る

一
般
生
命
保
険
料
控
除
及
び
個
人
年

金
保
険
料
控
除
の
適
用
限
度
額
は
、

そ
れ
ぞ
れ
３
万
５
千
円
が
そ
の
ま
ま

適
用
さ
れ
ま
す
。

◆
所
得
税

　
所
得
税
の
生
命
保
険
料
控
除
の
合

計
適
用
限
度
額
が
12
万
円
に
変
更
と

な
り
、
今
ま
で
の
一
般
生
命
保
険
料

控
除
と
個
人
年
金
保
険
料
控
除
に
、

介
護
医
療
保
険
料
控
除
が
新
設
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
料
控
除
の
適
用

限
度
額
が
４
万
円
へ
と
変
更
さ
れ

ま
す
。

チャレンジショッ
プ支援事業を活用
し起業してみませ
んか？

■問合せ
　産業振興課地域振
　興グループ
　　74-3005

税制改正にともな
う個人住民税（道・
町民税）について

■問合せ
　税務財政課税務グ
　ループ
　　74-3003

資格商法

催眠商法、点検商法、かたり商法、キャッチ
セールス等訪 問 販 売

電 話 勧 誘 販 売

連 鎖 販 売 取 引

特定継続的役務提供

業務提供誘引販売取引
いわゆる内職・モニター商法・店舗契約も
含む

エステ、語学教室、学習塾、家庭教師、パソコン教室、結
婚相手紹介サービス、中途解約権有、店舗契約も含む

マルチ商法、中途解約、返品ルール有、
店舗契約も含む

８日間

８日間

20日間

８日間

20日間



　
た
だ
し
、
平
成
23
年
12
月
31
日
以

前
に
締
結
し
た
保
険
契
約
等
に
係
る

一
般
生
命
保
険
料
控
除
及
び
個
人
年

金
保
険
料
控
除
の
適
用
限
度
額
は
、

そ
れ
ぞ
れ
５
万
円
が
そ
の
ま
ま
適
用

さ
れ
ま
す
。

■
個
人
住
民
税
　
均
等
割
の
税
率
の

　
特
例
措
置

　
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に

関
し
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
防

災
の
た
め
の
施
策
に
必
要
な
財
源
の

確
保
に
係
る
地
方
税
の
臨
時
特
例
に

関
す
る
法
律
」
の
施
行
に
伴
い
、
平

成
26
年
度
か
ら
平
成
35
年
度
ま
で
の

間
、
個
人
道
・
町
民
税
の
均
等
割
が

千
円
引
き
上
げ
の
年
額
５
千
円
と
な

り
ま
す
。

　
洞
爺
湖
町
収
納
対
策
推
進
本
部
で

は
、
町
財
政
の
基
盤
で
あ
る
町
税
や

使
用
料
な
ど
の
収
入
確
保
と
、
納
期

内
に
納
付
さ
れ
て
い
る
方
と
の
公
平

性
を
守
る
た
め
、
悪
質
な
滞
納
者
に

対
し
て
、
「
財
産
調
査
」（
金
融
機
関

へ
の
預
金
調
査
、
勤
務
先
へ
の
給
与

照
会
、
不
動
産
の
所
有
状
況
調
査
な

ど
）
を
行
い
、
給
与
・
預
貯
金
・
不

動
産
な
ど
の
「
財
産
差
押
」
処
分
や

介
護
保
険
料
の
悪
質
滞
納
者
に
対
し

て
は
介
護
保
険
料
の
「
保
険
給
付
の

制
限
」
を
行
う
な
ど
、
厳
し
い
対
応

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
悪
質

で
あ
る
場
合

は
、
弁
護
士

な
ど
と
相
談

し
て
、
裁
判

所
を
通
じ
た

請
求
な
ど
法

律
に
基
づ
い

た
厳
し
い
対

応
を
実
施
す

る
検
討
も
進

め
て
い
ま
す
。

　
納
め
忘
れ
や
滞
納
が
あ
る
方
は
、

至
急
納
付
す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
万
一
、
全
額
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
必
ず
左
記
の
担
当
課
に
相
談
す

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
納
付
相
談
は
担
当
課
に
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
第
２
次
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
広
域
計
画
（
原
案
）
に
関

す
る
住
民
意
見
募
集
に
つ
い
て

　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
は
、
道
内
１
７
９
市
町
村
と
の
連

携
の
も
と
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

を
運
営
し
て
い
る
特
別
地
方
公
共
団

体
で
す
。

　
広
域
連
合
で
は
、
広
域
連
合
と
市

町
村
が
連
携
し
な
が
ら
処
理
す
る
事

務
に
つ
い
て
定
め
た
「
広
域
計
画
」

が
平
成
24
年
度
末
で
期
間
満
了
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
広
域
計
画
（
第
２
次

計
画
）
を
策
定
し
ま
す
。
平
成
25
年

度
か
ら
の
新
た
な
第
２
次
広
域
計
画

の
策
定
に
あ
た
り
、
広
く
住
民
の
皆

さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間
　

　
平
成
25
年
１
月
７
日
（
必
着
）

■
資
料
及
び
募
集
要
領
の
入
手
方
法

に
つ
い
て

　
意
見
募
集
の
開
始
日
か
ら
、
北
海

道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ(http://iryokouiki-

hokkaido.jp)

に
掲
載
す
る
と
と
も

に
次
の
場
所

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
配
布
場
所

・
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

　
合
会

・
役
場
住
民
課
国
保
医
療
グ
ル
ー
プ

公平性を守るため―
徴収強化（財産調査、
差押等】に努めます

■問合せ
　収納対策推進本部
　事務局
　　74-3003（税務財
　政課）

後期高齢者医療制度の
お知らせ

■問合せ
　北海道後期高齢者
　医療広域連合
　　011-290-5601 
　住民課　国保医療
　グループ
　　76-3002

町道民税、固定資産税、軽自動車税、
法人町民税、国民健康保険税

ウタリ住宅新築資金等貸付金、災
害援護資金貸付金、介護保険料

町 営 住 宅 使 用 料

上 下 水 道 料

保 育 所 保 育 料

霊 園 管 理 手 数 料

税務財政課（　74-3003）

健康福祉課（　74-3001）

建　設　課（　74-3007）

上下水道課（　74-3008）

管　理　課（　74-3009）

住　民　課（　74-3002）

現　　行

町民税
3,000円標準税率

4,000円 道民税
1,000円

内
　
　
訳

平成26～35年度

町民税
3,500円標準税率

5,000円 道民税
1,500円

内
　
　
訳



　
投
票
で
き
る
方
は
、
洞
爺
湖
町
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

で
す
。

　
今
回
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
平
成
４
年
12
月
17
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
で
、
平
成
24
年
９
月
３
日
ま

で
に
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方

●
最
近
転
入
し
た
方

　
平
成
24
年
９
月
３
日
ま
で
に
転
入

届
を
し
た
方
で
引
き
続
き
洞
爺
湖
町

に
住
所
が
あ
る
方
は
投
票
で
き
ま
す
。

　
９
月
４
日
以
降
に
転
入
し
た
方
は
、

前
住
所
地
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

●
最
近
転
出
し
た
方

　
平
成
24
年
９
月
２
日
以
降
に
転
出

し
た
方
は
、
原
則
新
住
所
地
で
投
票

と
な
り
ま
す
。
平
成
24
年
９
月
３
日

以
降
に
転
出
し
た
方
は
、
洞
爺
湖
町

で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

●
最
近
町
内
で
住
所
を
移
し
た
方

　
平
成
24
年
11
月
22
日
ま
で
に
町
内

で
異
動
し
た
方
は
、
新
住
所
の
投
票

所
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

　
投
票
所
を
お
知
ら
せ
す
る
「
投
票

入
場
券
」
の
は
が
き
は
、
12
月
４
日

に
郵
送
し
て
い
ま
す
。
も
し
、
お
手

元
に
届
か
な
か
っ
た
り
、
ご
不
明
の

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
町
選
挙
管
理
委

員
会
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
は
が
き
を
紛
失
さ

れ
た
場
合
で
も
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
投
票
日
当
日
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
投
票
所
の
係

員
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
時
　
12
月
16
日
（
日
）
20
時

　
　
　
　
　
〜

▼
場
　
所
　
洞
爺
湖
町
役
場
　
３
階

　
　
　
　
　
防
災
研
修
ホ
ー
ル

　
投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど

に
よ
り
、
投
票
所
で
投
票
で
き
な
い

方
は
、
次
の
期
間
に
期
日
前
投
票
が

で
き
ま
す
。

●
洞
爺
湖
町
役
場
ロ
ビ
ー

▼
日
　
時
　
12
月
５
日（
水
）〜
12
月

　
　
　
　
　
15
日（
土
）８
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
20
時

●
洞
爺
総
合
支
所
会
議
室

▼
日
　
時
　
12
月
10
日（
月
）〜
12
月

　
　
　
　
　
15
日（
土
）９
時
〜
17
時

　
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
・

入
所
さ
れ
て
い
る
方
や
旅
行
な
ど
で

町
外
に
滞
在
し
て
い
る
方
は
、
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
町
選
挙

管
理
委
員
会
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先
　

　
洞
爺
湖
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
役

場
内
）
　
74-

３
０
０
０
・
同
事
務

局
洞
爺
支
所（
洞
爺
総
合
支
所
内
）　

82-

５
１
１
１

投
票
で
き
る
方

選
挙
人
名
簿
の
登
録

転
入
、転
出
、町
内
で
異
動
し
た
方

投
票
入
場
券
に
つ
い
て

開
票
に
つ
い
て

期
日
前
投
票
に
つ
い
て

不
在
者
投
票
に
つ
い
て

衆議院議員総選挙
及び

最高裁判所裁判官国民審査

■投票場所及び投票時間について

投 票 区 名

第１投票区

第２投票区

第３投票区

第４投票区

第５投票区

第６投票区

第７投票区

第８投票区

第９投票区

投　票　場　所

洞爺湖町役場

虻田ふれ合いセンター

あぶたコミュ二テイー

センター

母と子の館

洞爺湖文化センター

洞爺総合センター

なるか愛郷の家

農業研修センターとれた

花和集会所

投票区の区域

虻田５区、青葉１区・２区

虻田１区・２区・３区・４区・清水区

虻田７区・８区・入江１区・３区、泉の

一部（西山火口より本町側の区域）

虻田６区、かっこう台区、入江４区

洞爺湖温泉１区～８区、月浦泉の一

部（西山火口より温泉側の区域）

洞爺第１～６、緑沢、美沢東、美沢西

曙、洞仁会（※洞爺湖町・旭浦地区）

財田、川東、岩屋

成香

香川、大原、富丘

花和

投票
時間

７
時
〜
19
時

７
時
〜
18
時

12月16日(日)
投票日



　
　
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
第
１

　
　
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
影
響

で
、
現
在
も
大
飯
原
子
力
発
電
所
以

外
の
全
国
の
原
子
力
発
電
所
が
運
転

停
止
の
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
で
は
、
こ
の
夏
北
海
道
電

力
に
よ
り
、
７
％
以
上
の
節
電
目
標

の
協
力
が
呼
び
か
け
ら
れ
、
供
給
が

不
足
す
る
こ
と
な
く
乗
り
切
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
本
州
は
冷
房
を
使
う
夏
場
が

電
力
需
要
の
ピ
ー
ク
と
な
り
ま
す
が
、

北
海
道
の
電
力
需
要
は
、
暖
房
需
要

の
大
き
い
12
月
か
ら
２
月
に
か
け
て

年
間
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

　
北
海
道
電
力
で
は
、
こ
の
冬
の
１

日
の
最
大
電
力
を
５
６
３
kw
に
想
定

し
、
こ
れ
に
供
給
予
備
力
３
・
３
kw

を
加
え
て
、
２
０
１
０
年
度
の
最
大

電
力
を
上
回
る
５
９
６
kw
程
度
の
供

給
力
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
過
去
15
年
間
で
最
大
の

１
３
７
kw
の
電
源
脱
力
や
そ
れ
を
上

回
る
電
源
脱
力
が
発
生
し
た
場
合
に

も
備
え
、
計
画
停
電
を
含
む
停
電
に

至
る
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
に
も
、

改
め
て
節
電
を
お
願
い
し
ま
す
。

節
電
に

ご
協
力
を
！

節
電
に

ご
協
力
を
！

今
年の
冬は節

電アクションみん
なで

●不要な照明をできるだけ消しましょう。
●照明のかさやカバーをこまめに掃除しまし
　ょう。

●冷蔵庫の設定を控えめ（「弱」等）
　にしましょう。（食品の傷みに
　注意ください）
●扉を開ける時間をできるだけ
　減らし、食品を詰め込み過ぎ
　ないようにしましょう。

●リモコンの電源ではな
　く本体の主電源を切り、
　長時間使わない機器は
　プラグをコンセントか
　ら抜きましょう。

●室内の温度設定は20℃。
寒さを感じたら厚着をし
ましょう。

●外出時、就寝時、人がい
ない部屋の暖房は無理の
ない範囲で控えましょう。

●画面の輝度を下
　げましょう。
●必要なとき以外
　は消しましょう。

●便座保温・温水の設定
　温度を下げ、不使用時
　はふたを閉めましょう。

照 　 　 明

テ レ ビ

温 水 便 座

冷 蔵 庫

待 機 電 力

暖房機全般

一
般
的
な
電
気
製
品
の
節
電
ポ
イ
ン
ト

　　　　◆各家庭では冬の19時に
　　平均で、約1,000Wの電力を消
　費しており、照明、冷蔵庫、テレ
ビで約４割以上を占めています。

■問合せ　環境課　74-3006

定格消費電力の目安　白熱灯54W　電球型蛍光ランプ12W 定格消費電力の目安　200W～300W

定格消費電力の目安
定格消費電力の目安　液晶テレビ50～150W

定格消費電力の目安
　貯湯式500W（使用時）
　瞬間式1,200W（使用時）

■期間　平成24年12年10日（月）～
　　　　平成24年12月28日（金）・平日16時～21時
■期間　平成25年１月７日（月）～
　　　　平成25年３月１日（金）・平日８時～21時
■期間　平成25年３月４日（月）～
　　　　平成25年３月８日（金）・平日16時～21時
■節電目標　７％以上

■期間　平成24年12年10日（月）～
　　　　平成24年12月28日（金）・平日16時～21時
■期間　平成25年１月７日（月）～
　　　　平成25年３月１日（金）・平日８時～21時
■期間　平成25年３月４日（月）～
　　　　平成25年３月８日（金）・平日16時～21時
■節電目標　７％以上

◆事業所の皆さんへ―暖房、照明、空調、ＯＡ機器、冷凍冷蔵庫などの節電が非常に効果的なため、各事業所でも
　ご協力お願いします。　
◆各公共施設でも、節電に取り組んでいます。



　
　
れ
ま
で
財
政
健
全
化
計
画
と
と

　
　
も
に
平
成
18
年
度
に
策
定
し
た

「
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
」
を
策

定
・
更
新
し
、
実
質
公
債
費
比
率
を

早
期
に
引
き
下
げ
る
取
組
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
度
決
算
で

実
質
公
債
費
比
率
が
早
期
健
全
化
基

準
を
下
回
り
財
政
健
全
化
計
画
が
完

了
し
た
こ
と
に
伴
い
、
平
成
24
年
度

よ
り
「
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
」

を
改
め
て
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、
こ
れ
ま
で
の
計
画

同
様
、
計
画
期
間
内
の
実
質
公
債
費

比
率
を
推
計
し
、
早
期
是
正
措
置
基

準
で
あ
る
18
％
未
満
ま
で
引
き
下
げ

る
こ
と
を
目
標
と
し
た
計
画
で
す
が
、

計
画
期
間
は
平
成
25
年
度
ま
で
の
２

カ
年
と
な
り
ま
す
。

　
当
町
の
公
債
費
は
順
調
に
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
依
然
高
い
割
合
を
占

め
て
お
り
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

る
健
全
な
財
政
構
造
と
す
る
た
め
、

引
き
続
き
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
普
通
交
付
税
の
増
額

や
繰
上
償
還
を
行
う
こ
と
が
で
き
た

こ
と
な
ど
か
ら
基
金
取
崩
に
よ
る
財

源
不
足
の
補
填
を
抑
制
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
健
全
化

の
取
組
を
実
施
し
な
け
れ
ば
収
支
を

保
つ
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
変
わ
り

は
な
く
、
財
政
構
造
の
見
直
し
を
進

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
既
往
債
に
お
け
る
公
債
費
は
平
成

21
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
ま

す
。

　
普
通
建
設
事
業
は
継
続
事
業
を
中

心
と
し
、
新
規
事
業
に
お
い
て
は
緊

急
性
・
必
要
性
を
勘
案
し
な
が
ら
抑

制
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
方
債

の
発
行
に
つ
い
て
も
、
交
付
税
算
入

措
置
の
あ
る
有
利
な
起
債
の
利
用
を

図
り
ま
す
。

　
財
政
健
全
化
計
画
に
お
い
て
実
施

し
て
き
た
歳
入
確
保
、
歳
出
削
減
の

取
組
を
今
後
も
継
続
的
に
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
財
政
状
況
の
健
全
化

を
図
る
と
と
も
に
、
地
方
債
の
発
行

を
抑
制
し
、
実
質
公
債
費
比
率
の
適

正
な
管
理
に
努
め
ま
す
。

・
滞
納
整
理
強
化
の
推
進

・
受
益
者
負
担
の
適
正
化

・
人
件
費
の
抑
制

・
維
持
管
理
経
費
等
の
節
減

・
普
通
建
設
事
業
の
抑
制
、
見
直
し

　
な
ど

■
実
質
公
債
費
比
率
等
の
将
来
推
計

※
実
質
公
債
費
比
率
の
年
度
は
決
算

　
年
度
で
表
し
て
い
ま
す
。

※
地
方
債
償
還
額
は
元
金
及
び
利
子

　
償
還
額
の
合
計
で
、
繰
上
償
還
は

　
含
み
ま
せ
ん
。

※
地
方
債
償
還
額
及
び
年
度
末
地
方

　
債
残
高
に
は
新
た
な
借
入
分
も
含

　
め
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
総
務
部
税
務
財
政

課
財
政
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

財
政
状
況
の
現
状

既
往
債
の
状
況

今
後
の
地
方
債
発
行
等
に
係

る
基
本
方
針

実
質
公
債
費
比
率
の
適
正
管

理
の
た
め
の
方
策
な
ど

「公債費負担
適正化計画」
を策定！

「公債費負担
適正化計画」
を策定！

実質公債費比率18％未満へ
の低減に向けて

■問合せ
　税務財政課
　財政グループ
　　74-3003

公債費償還額及び年度末地方債残高の推移
140

120

100

80

60

40

20

0

単
位(

億
円)

平成23年度 平成24年度 平成25年度

公債費
償還額
15.3

公債費
償還額
15.3

公債費
償還額
14.1

公債費
償還額
14.1

公債費
償還額
12.8

公債費
償還額
12.8

地方債残高
116.7

地方債残高
116.7 地方債残高

108.3
地方債残高
108.3

地方債残高
103.8

地方債残高
103.8

実質公債費比率の推移

平成23年度 平成25年度平成24年度
決算年度

18.0

0.0

22.0

18.4

15.9

実質公債費比率（３カ年平均）

標 準 財 政 規 模

地方債償還額（一般会計）

年度末地方債残高（一般会計）

計画初年度の
前 年 度

平成2 4年度
(計画初年度)

平成2 5年度
(計画２年度)

22.0％

49.7億円

15.3億円

116.7億円

18.4％

49.6億円

14.1億円

108.3億円

15.9％

46.1億円

12.8億円

103.8億円



　
　
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
な
ど
が
、

　
　
ど
の
よ
う
な
形
で
ど
の
よ
う
な

目
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
、
町
財

政
の
運
営
状
況
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
例
年
財
政
状
況
を
公
表
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
平
成
24
年
度
上
半
期
（
４

月
１
日
〜
９
月
30
日
）
の
予
算
執
行

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
予
算
現
在
額
66
億
６
１
５
６
万
３

千
円
に
対
し
、
歳
入
58
・
８
％
、
歳

出
35
・
８
％
の
執
行
率
で
歳
入
が
歳

出
を
23
・
０
％
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。

　
予
算
現
在
額
15
億
４
０
７
７
万
８

千
円
に
対
し
、歳
入
35
・
２
％
、歳
出

42
・
４
％
の
執
行
率
と
な
っ
て
い
ま

す
。例
年
同
様
、保
険
給
付
費
が
歳
入

を
上
回
っ
て
お
り
、こ
の
歳
入
不
足

を
会
計
間
の
運
用
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

　
予
算
現
在
額
７
億
９
７
５
０
万
３

千
円
に
対
し
、
歳
入
19
・
７
％
、
歳

出
39
・
５
％
の
執
行
率
と
な
っ
て
い

ま
す
。
公
債
費
（
借
金
の
支
払
い
）

が
歳
入
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、

こ
の
歳
入
不
足
を
会
計
間
の
運
用
で

賄
っ
て
い
ま
す
。 ■問合せ

　税務財政課
　財政グループ
　　74-3003

平成24年度

上半期
財政状況
の公表

上半期
財政状況
の公表

一
般
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

●基金の現在高　　　　 (単位：万円)

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

洞爺総合支所庁舎新築基金

合 併 地 域 振 興 基 金

洞爺地域ふれあい振興基金

み ん な の 基 金

畑地かんがい事業基金

観 光 開 発 基 金

公営住宅建設及び維持管理基金

育 英 資 金 貸 付 基 金

町 営 住 宅 敷 金 の 基 金

国民健康保険給付費支払準備基金 

介護保険給付費支払準備基金

備 荒 資 金 組 合 積 立 金

合 　 　 　 　 計

93,939

10,268

488

89,852

1,009

1,176

3,207

2,440

2,150

1,703

4,794

10

14,224

27,866

253,126

●一時借入金の状況　　 (単位：万円)
一 般
会 計

国保特
別会計

下水特
別会計 合　計

一時借入
金現在高
及び基金
運 用 額

０ ０ ０ ０

歳入歳入
予算現額　66億6157万円
収入済額　39億1709万円
収 入 率　58.8%

■予算現額　■収入済額　(　)内は収入率

町 税

地方譲与税

各種交付金

地方交付税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

道 支 出 金  

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

町 債

繰越明許費

0億 5億 10億 15億 20億 25億 30億 35億 40億

10億8629万円
5億9805万円(55.1％)

 7800万円
2266万円(29.1％)

 1億4799万円
7375万円(49.8％)

37億1650万円
26億429万円(70.1％)

　7101万円
3346万円(47.1％)

 2億3931万円
1億790万円(45.1％)

  2億7756万円
9444万円(34.0％)

  2億2556万円
4025万円(17.8％)

5833万円
4059万円(69.6％)

580万円
0(0.0％)

0
137万円(0.0％)

2億4811万円
2億4811万円(100.0％）

 1億3750万円
4679万円(34.0％)

3億540万円
0(0.0％)

  6421万円
543万円(8.5％)



　
予
算
現
在
額
８
億
８
３
４
３
万
５

千
円
に
対
し
、
歳
入
38
・
９
％
、
歳

出
42
・
０
％
の
執
行
率
と
な
っ
て
い

ま
す
。
保
険
給
付
費
が
歳
入
を
上
回

っ
て
お
り
、
こ
の
歳
入
不
足
を
会
計

間
の
運
用
で
賄
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

会
計
は
、
要
介
護
（
要
支
援
）
へ
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
予
算
現
在
額
８
４
４
６
万
６
千
円

に
対
し
、
歳
入
57
・
３
％
、
歳
出
45

・
４
％
の
執
行
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
が
多
い
理
由
は
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ

の
会
計
は
、
洞
爺
地
区
の
給
水
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
予
算
現
在
額
１
億
５
８
８
９
万
８

千
円
に
対
し
、
歳
入
25
・
１
％
、
歳

出
26
・
４
％
の
執
行
率
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
会
計
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
に
対
す
る
納
付
金
の

支
払
い
を
主
た
る
内
容
と
す
る
も
の

で
す
。

　
一
時
借
入
金
は
、
経
理
資
金
が
不

足
す
る
際
に
一
時
的
に
銀
行
等
か
ら

借
り
入
れ
、
年
度
内
に
償
還
す
る
お

金
で
す
。

　
近
年
は
利
子
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

銀
行
等
よ
り
も
利
息
の
低
い
基
金
か

ら
一
時
的
に
借
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
全
て
の
会
計
の
歳
入
歳
出
に
係
る

現
金
の
こ
と
を
歳
計
現
金
と
い
い
、

地
方
公
共
団
体
は
、
こ
の
歳
計
現
金

の
中
で
や
り
く
り
を
し
な
が
ら
支
払

い
を
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
年
度

内
で
、
あ
る
会
計
に
現
金
が
不
足
し

た
場
合
は
、
現
金
の
あ
る
会
計
か
ら

な
い
会
計
に
運
用
し
支
払
い
を
し
ま

す
。
こ
の
こ
と
を
会
計
間
運
用
と
い

い
ま
す
。

　
地
方
債
は
、
投
資
的
事
業
（
道
路

の
整
備
、
建
物
の
建
築
等
）
に
充
て

る
た
め
に
借
り
入
れ
、
年
度
を
越
え

て
償
還
す
る
も
の
で
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

一
時
借
入
金
・
基
金
運
用

会
計
間
運
用

地
方
債

●特別会計　　　　　　（単位：万円）

区　　分 予算
現額

歳　　入 歳　　出
収 入
済 額

収入
率

執行
率

支 出
済 額

国民健康保険
特 別 会 計
公共下水道事業
特 別 会 計
介 護 保 険
特 別 会 計
簡易水道事業
特 別 会 計
後期高齢者医療
特 別 会 計

154,078

79,750

88,344

8,447

15,890

54,278

15,727

34,383

4,842

3,983

65,357

31,476

37,069

3,832

4,202

35.2

19.7

38.9

57.3

25.1

42.4

39.5

42.0

45.4

26.4

区　　分 当初残 償還額 現在高

一 般 会 計

合 計

公共下水道事業
特 別 会 計
簡易水道事業
特 別 会 計
水 道 事 業
特 別 会 計

1,166,553

459,895

62,876

85,795

1,775,119

1,103,864

435,121

60,482

83,421

1,682,888

62,690

24,774

2,394

2,374

92,232

●地方債の状況　　　　（単位：万円）

区　　分 予算現額 執行済額 執行率

●水道事業会計　　　　（単位：万円）

収益的

資本的

収入

支出

収入

支出

21,401

21,401

11,400

16,279

10,605

5,386

0

4,443

49.6

25.2

0.0

27.3

歳出歳出
予算現額　66億6157万円
支出済額　23億8679万円
執 行 率　35.8%

■予算現額　■支出済額　(　)内は執行率

議 会 費   

総 務 費   

民 生 費   

衛 生 費   

労 働 費   

農林水産業費 

商 工 費   

土 木 費   

消 防 費   

教 育 費   

公 債 費   

給 与 費   

繰越明許費 

そ の 他

0億 2億 4億 6億 8億 10億 12億 14億 16億 18億

 6519万円

3629万円(55.7％)

　　　　3億7340万円
8943万円(23.9％)

　　　　　　　　　　　　　　 13億8049万円
4億2348万円(30.7％)

　　　3億6416万円
1億4716万円(40.4％)

1534万円
853万円(55.6％)

　 1億7577万円
2004万円(11.4％)

　　　2億6万円
1億1472万円(57.3％)

　　　　　　　5億5066万円
1億5364万円(27.9％)  

　　　3億6242万円
1億7704万円(48.8％)

　　　3億4554万円
1億4674万円(42.5％)

　　　　　　　　　　　　　　　　14億985万円
4億5129万円(32.0％)

　　　　　　　　　　　12億4316万円
5億9294万円(47.7％)

　6421万円
725万円(11.3％)

　1億1132万円
1824万円(16.3％）

※その他(諸支出金・予備費)



初冬恒例手作りみそ教室　
ウイメンズネットワーク洞爺湖

減災への認識深める
自治会連合会研修会

極寒を語る講演会　
洞爺湖町ＰＴＡ連合会研究大会

歌声響く　
第19回洞爺湖文化フェスティバル

　　極冒険家萩田泰永さんを招いて、洞爺湖町ＰＴＡ連合
　　会（大廣美紀子会長）の研究大会が、11月11日洞爺湖
文化センターで、子どもや保護者、町民ら約70人が参加し
て行われました。
　萩田さんは、毎年北極へ行き、今年から日本人初となる
北極点無補給単独徒歩をめざして活動しています。
　講演では、北極体験の映像を交えながら、目標達成に向
けたしっかりした準備や気象条件が日々変動する地形への
臨機応変な対応など過酷な体験談を披露。実生活に関連づ
けた話に、
参加者は、
興味深く
耳を傾け
ていまし
た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中、高校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が参加し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て楽器演
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奏や合唱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を披露す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る第19回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　洞爺湖文
化芸術文化フェスティバル（同実行委員会主催）が、11月
16日、洞爺湖文化センターで開かれました。参加したのは、
虻田小学校、洞爺湖温泉小学校、とうや小学校、虻田中学
校、洞爺湖温泉中学校、洞爺中学校、虻田高校の合わせて
７校。
　主催者を代表して、洞爺湖温泉小学校の加賀谷真由美校
長が「日頃の成果を発揮して一生懸命演奏してください」
と挨拶し、虻田高校吹奏楽部の勇壮なロッキーのテーマで
スタート。最後に全員でマイバラードを合唱し、会場に大
きな声を響かせました。

　　イメンズネットワーク洞爺湖（青木佐智子代表）が、
　　11月15日初冬恒例のみそ作り教室を開催し、約35人が
参加して、手作りみその仕込みを楽しみました。
　農業改良センターの大沼千佐子さんを講師に、会員らは、
手慣れた手つきで、大豆15kgとこうじ15kgなどを練合せみ
そをつくりあげました。
　このほか11月15日の「昆布の日」に合わせて、地場産品
を使った沖縄風五目ごはん、昆布と野菜の和風ピクルス、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昆布巻き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のケチャ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ップ煮の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三品を作
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り、出来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栄えを確
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認しまし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。

　　月28
　　日、
平成24年
度洞爺湖
町自治会
連合会研
修会が、
洞爺湖文
化センタ
ーで、防
災をテー
マに自治会役員ら100人が参加して行われました。
　今年度は、財団法人北海道生涯学習協会が主催する「道
民カレッジ連携講座」の一環として開催。
　北海道国際交流センター池田誠事務局長を講師に、「～
人生を豊かに過ごすために～『防災について』」と題して、
講演と図上訓練が行われました。
　各グループに分かれた図上訓練では、地震直後に何をす
るかなど具体的なテーマで論議を深めました。 手づくりみそ作りに挑戦する会員の皆さん手づくりみそ作りに挑戦する会員の皆さん

澄んだ歌ごえを響かせた虻田中学校の生徒澄んだ歌ごえを響かせた虻田中学校の生徒

「チャレンジ精神」を訴えたＰＴＡ連合会の講演会「チャレンジ精神」を訴えたＰＴＡ連合会の講演会

図上訓練で論議を交わす自治会役員ら図上訓練で論議を交わす自治会役員ら



　　月26日、ボランティアサークルななかまどの会（坂井
　　千枝会長）が、「ななかまどナイト」を洞爺湖文化セ
ンターで開催し、社交ダンスや抽選会で盛り上がりました。
　坂井会長の「出てきてよかったと思って帰っていただき
たい」との挨拶の後、会はスタート。アーサーマレー高田
ダンスセンターの皆さんによるデモンストレーションや参
加者によるダンスタイムなどで楽しい一夜を過ごしました。
　開催に先立ち、ボランティア振興基金とななかまど文庫
にそれぞれ収益金の一部から３万円が贈られ、坂井会長か
ら、菅原
社会福祉
協議会会
長と綱嶋
教育長に、
目録が手
渡されま
した。

　　月27
　　日、
毎年の恒
例となっ
ている虻
田中学校
の生徒に
よる前浜
の清掃活
動が行われました。
　地域の一員としての意識を高め、思いやりの心を育て
ようと実施されている事業で、サッカー、野球、バドミ
ントン、バスケット、吹奏楽の各クラブ員約80人が参加
しました。
　生徒らは、赤川から豊浦方面の約1㎞の範囲を1時間ほ
どかけて清掃し、空きカン、空きビンや流れ着いた漁網
などのゴミを拾い集めました。

　　田高校の生徒が、10月31日洞爺湖温泉の清掃活動を行
　　い、町内の美化活動に協力しました。
　観光の授業の一環で、同校の商業科２年生14人が、洞爺
湖温泉街、町道、湖畔遊歩道のゴミ拾いを実施。引続き３
班に分かれて、洞龍の湯、薬師の湯、ホテルに設置されて
いる手湯１基の３カ所の清掃活動を行い、ブラシなどを使
って磨き上げました。
　終了後
には、き
れいにな
った足湯
に浸かり、
清掃活動
の疲れを
癒しまし
た。

　　村善幸氏・北海道和太鼓塾演奏会（洞爺湖教育振興会、
　　町立洞爺高校共催）が、10月28日洞爺高校で行われ、
高校生や地域住民の皆さんら約120人が参加しました。
　木村さんは、札幌在住の津軽三味線と和太鼓の演奏家。
　同氏の講演では、自分の体験を基に「目標をもってチャ
レンジしてほしい」「自分で判断する力をつけてほしい」
など熱く高校生に語りかけました。
　引続き、北海道和太鼓塾の塾生との力強い太鼓演奏が披
露され、高校生らを魅了しました。

ステップ軽くダンスを楽しむ　
ななかまどナイト

木村善幸さん 和太鼓演奏会
　チャレンジ精神を語る

観光の授業で　
虻高生温泉街を清掃

まちをきれいに　
虻中生徒前浜で清掃活動

収益金の一部を渡す坂井会長収益金の一部を渡す坂井会長

前浜の清掃活動をする虻田中学校の生徒前浜の清掃活動をする虻田中学校の生徒

力強い和太鼓演奏を披露する木村さんと北海道和太鼓塾生力強い和太鼓演奏を披露する木村さんと北海道和太鼓塾生

洞龍の湯を清掃する虻田高校の生徒洞龍の湯を清掃する虻田高校の生徒



informationinformation

お
知
ら
せ

暮
ら
し

冬
期
間
通
行
止
め
と雪捨

場

調
理
師
業
務
従
事
者
届

の
提
出

　
例
年
冬
期
間
通
行
の
安
全
性
の
確

保
が
困
難
な
た
め
、
一
部
通
行
止
め

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
期
も
通
行
止

め
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
す

が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
期
間
、
路
線
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
。

■
通
行
止
め
期
間
　
12
月
１
日
〜
平

　
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

●
通
行
止
箇
所

・
町
道
虻
田
ノ
ッ
ト
コ
線-

蝶
理
セ

　
ン
チ
ュ
リ
ー
ヴ
ィ
ラ
〜
町
道
泉
公

　
園
線
交
点
ま
で

・
町
道
月
浦
清
水
線-

月
浦
ペ
ン
シ

　
ョ
ン
雫
〜
町
道
花
和
６
号
線
交
点

　
ま
で

■
町
指
定
雪
捨
場

●
本
町
地
区-

入
江
下
水
終
末
処
理

　
場
裏

●
洞
爺
湖
温
泉
地
区-

三
豊
ト
ン
ネ

　
ル
温
泉
側
出
口
横

　
調
理
に
従
事
し
て
い
る
調
理
師
は
、

「
調
理
師
業
務
従
事
者
届
」
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。
調
理
師
法
に
よ

り
、
２
年
ご
と
に
、
「
調
理
師
業
務

従
事
者
届
」
の
提
出
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
１
月
15
日
ま
で
に
、
届

出
事
務
取
扱
所
に
持
参
ま
た
は
郵
送

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
事
務
取
扱
所

　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
洞
爺
湖
（
　
75-

　
２
８
１
８
　
洞
爺
湖
町
洞
爺
湖
温

　
泉
１
４
４
）

■
問
合
せ

　
北
海
道
室
蘭
保
健
所
子
ど
も
・
健

　
康
推
進
課
健
康
増
進
係
（
　
０
１

　
４
３-

24-

９
８
４
４
）

　
年
末
に
お
け
る
犯
罪
及
び
事
故
の

防
止

　
安
全
で
安
心
な
年
末
を
送
り
、
希

望
に
満
ち
た
新
年
を
迎
え
る
た
め
、

　
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
犯
罪
被

害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
住
宅
を
狙
っ
た
侵
入
窃
盗
に
注
意

　
し
ま
し
ょ
う
！

・
短
時
間
の
外
出
で
も
、
必
ず
ド
ア

　
や
窓
な
ど
に
鍵
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

・
長
期
間
留
守
に
す
る
と
き
は
、
新

　
聞
や
郵
便
の
配
達
を
止
め
る
な
ど
、

　
留
守
を
悟
ら
れ
な
い
工
夫
を
し
ま

　
し
ょ
う
。

・
置
き
鍵
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
車
上
ね
ら
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

・
自
動
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
車

　
内
に
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

　
し
ょ
う
。

●
飲
酒
運
転
の
根
絶

①
飲
酒
し
て
運
転
す
る
と
、
気
が
大

き
く
な
り
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
た

り
、
注
意
力
が
低
下
す
る
た
め
信
号

や
歩
行
者
な
ど
を
見
落
と
し
易
く
な

り
、
重
大
事
故
を
起
こ
す
危
険
性
が

高
ま
り
ま
す
。
「
ち
ょ
っ
と
し
か
飲

ん
で
い
な
い
か
ら
」
「
す
ぐ
近
く
だ

か
ら
」
と
安
易
に
飲
酒
運
転
す
る
と
、

一
生
後
悔
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
飲
酒
運
転
は
、
本
人
や
そ
の
周
辺

者
も
処
罰
の
対
象
で
す
！

③
二
日
酔
い
も「
飲
酒
運
転
」で
す
！

■運転免許更新時講習日程(於：だて歴史の杜カルチャーセンター)
優良(30分) 一般(60分) 違反(120分) 初回(120分)

1月 ８日(火)19:30～8日(火)18:30～/16日(水)13:30～ 10日(木)18:30～ 16日(水)14:30～

伊
達
警
察
署
か
ら

22-

０
１
１
０

　
最
愛
の
ご
家
族
を
亡
く
さ
れ
、
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
ご
遺
族
の
上
に
も
限
り
な
い
ご
加
護
と
、故
人
の
み
た
ま
が
安
ら
か

に
お
眠
り
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

故澤登勝之さん
■10月１日死去
■78歳■遺族はマ
ツヱさん■清水区

故千葉　孝さん
■10月３日死去
■83歳■遺族は
ハルさん■緑沢

故高橋正之さん
■10月４日死去
■76歳■遺族は
紀久さん■曙

故岩井田敦子さん
■10月５日死去
■77歳■遺族は
賢治さん■泉区

故高田　等さん
■10月８日死去
■84歳■遺族はケ
イ子さん■虻１区

故相馬健治郎さん
■10月８日死去
■85歳■遺族は
富枝さん■温３区

故三上スヱさん
■10月10日死去
■106歳■遺族は
輝男さん■虻１区

故武川悦子さん
■10月14日死去
■72歳■遺族は
信之さん■虻５区

故渡邊　宰さん
■10月22日死去
■88歳■遺族は
一子さん■入３区



④
「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
と
は
―
自
動

車
で
仲
間
と
飲
食
店
な
ど
へ
行
く
場

合
に
、
お
酒
を
飲
ま
な
い
人
（
ハ
ン

ド
ル
キ
ー
パ
ー
）
を
決
め
、
そ
の
人

が
仲
間
を
自
宅
ま
で
送
り
届
け
る
運

動
で
す
。

　　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

●
町
へ
の
寄
付

▽
三
河
徳
子
さ
ん
（
虻
５
区
）
は
15

万
円

●
社
会
福
祉
協
議
会

▽
な
な
か
ま
ど
の
会
（
坂
井
千
枝
会

長
）
は
３
万
円
▽
入
江
ク
ラ
ブ
（
楽

木
忠
会
長
）
は
２
千
円
▽
洞
爺
湖
セ

ン
タ
ー
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
同
好
会(

島

本
清
志
会
長)

は
５
千
円
。

〈
寄
付
物
品
〉

▽
み
う
ら
整
骨
院
▽
鈴
木
ミ
ツ
さ
ん

（
虻
１
区
）
▽
橋
田
俊
博
さ
ん
（
入

３
区
▽
洞
爺
温
泉
病
院
（
中
谷
玲
二

院
長
）
▽
白
井
せ
つ
子
さ
ん
（
青
１

区
）
▽
鈴
木
孝
さ
ん(

洞
第
４)

寄
　
付

「洞爺湖町健康づくり計画（素案）」
に対するご意見を募集します 　平成23年１月から12月までに締結(公告)された賃貸借に

おける賃借料水準(10ａ当たり)は、以下のとおりとなって
います。
　平成24年12月1日　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　洞爺湖町農業委員会

＊１ データ数は、集計に用いた件数である。　
＊２ 金額は、算出結果を四捨五入し100円単位としている。

締結(公告)された地域名

洞 爺 湖 町

平均額

9,100円

最高額

15,000円

最低額

5,700円

データ数

６

１　田(水稲)

締結(公告)された地域名

洞 爺 湖 町

平均額

6,700円

最高額

11,000円

最低額

3,500円

データ数

36

２　畑(普通畑)の部

締結(公告)された地域名

洞 爺 湖 町

平均額

2,500円

最高額

3,000円

最低額

1,400円

データ数

８

３　畑(採草畑)の部

洞 爺 湖 町 賃 借 料 情 報

陸上自衛官
高 等 工 科
学 校 生 徒

自衛隊貸費
学 生 技 術

平成25年４月１
日現在、15歳以
上17歳未満の中
卒（見込含む）男
子

平成24年11月１
日～平成25年１
月７日（締切日
必着）

（１次）
平成25年１月
19日
（２次）
平成25年２月
２日～２月５
日までの間の
指定する１日

平成25年１月
26日

平成24年12月１
日～平成25年１
月11日（締切日
必着）

大学の理学部、工学
部の３・４年又は大
学院（専門職大学院
を除く）修士課程在
学（正規の修業年限
を終わる年の４月１
日現在で26歳未満、
大学院修士課程在学
者は28歳未満）の者

募 集 種 目 資 　 　 　 格 受　付　期　間 試 験 期 日

問合せ　防衛省自衛隊札幌地方協力本部　室蘭地域事務所
　　　　　0143-44-9533　洞爺湖町役場総務課　0142-74-3000

自 衛 官 募 集

　町では、洞爺湖町健康づくり計画策定委員会での

検討を踏まえ、平成25年度から平成29年度までを計

画期間とする「洞爺湖町健康づくり計画（素案）」を

策定しました。

　つきましては、計画（素案）を取りまとめましたの

で町民皆さんのご意見をお寄せください。

　寄せられた町民皆さんのご意見は、策定委員会で

検討させていただきます。　　　

　計画（素案）については、町ホームページのほか、

洞爺湖町健康福祉課、洞爺湖温泉支所、洞爺総合支

所で閲覧できます。

■意見等の募集期間

　12月10日（月）～平成25年１月15日（火）必着

■意見など提出方法及び提出先

　次の提出の仕方の項目のとおり書き、電子メール、

郵送、ファックスのいずれかの方法で健康福祉課に

お届けください。また、お寄せいただいた意見など

は原則公開いたしますので、電話による意見などは、

受け付けていませんので、ご了承ください。

【意見等の提出の仕方】

①件名：洞爺湖町健康づくり計画に関する意見②氏

名（法人の場合は法人名）③住所（法人の場合は所在

地）④電話番号⑤ご意見等：提起の趣旨、内容等

【提出先】

①電子メールの場合

　Ken-center@town.toyako.hokkaido.jp

②郵送の場合の送付先

　〒049‐5604　洞爺湖町栄町63番地　洞爺湖町　

　役場健康福祉センターさわやか宛

③FAXの場合

　FAX0142-76-1877　洞爺湖町役場健康福祉セン　

　ターさわやか　宛

■問合せ　健康福祉センターさわやか　 74‐4006

　町では、洞爺湖町健康づくり計画策定委員会での

検討を踏まえ、平成25年度から平成29年度までを計

画期間とする「洞爺湖町健康づくり計画（素案）」を

策定しました。

　つきましては、計画（素案）を取りまとめましたの

で町民皆さんのご意見をお寄せください。

　寄せられた町民皆さんのご意見は、策定委員会で

検討させていただきます。　　　

　計画（素案）については、町ホームページのほか、

洞爺湖町健康福祉課、洞爺湖温泉支所、洞爺総合支

所で閲覧できます。

■意見等の募集期間

　12月10日（月）～平成25年１月15日（火）必着

■意見など提出方法及び提出先

　次の提出の仕方の項目のとおり書き、電子メール、

郵送、ファックスのいずれかの方法で健康福祉課に

お届けください。また、お寄せいただいた意見など

は原則公開いたしますので、電話による意見などは、

受け付けていませんので、ご了承ください。

【意見等の提出の仕方】

①件名：洞爺湖町健康づくり計画に関する意見②氏

名（法人の場合は法人名）③住所（法人の場合は所在

地）④電話番号⑤ご意見等：提起の趣旨、内容等

【提出先】

①電子メールの場合

　Ken-center@town.toyako.hokkaido.jp

②郵送の場合の送付先

　〒049‐5604　洞爺湖町栄町63番地　洞爺湖町　

　役場健康福祉センターさわやか宛

③FAXの場合

　FAX0142-76-1877　洞爺湖町役場健康福祉セン　

　ターさわやか　宛

■問合せ　健康福祉センターさわやか　 74‐4006

■運転免許更新時講習日程(於：だて歴史の杜カルチャーセンター)

優良(30分) 一般(60分) 違反(120分) 初回(120分)

12月 17日(月)14:30～17日(月)/27日(木)13:30～ 27日(木)14:30～ 13日(木)18:30～

●
毎
月
１
日
と
15
日
に
は
、防
災
無
線
を
通
し
て
、行
政
情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。



〈
一
　
般
〉▽
尋
ね
人(

谷
村
志
穂) 

▽
海
賊
と
よ
ば
れ
た
男
〈
上
・
下
〉

(

百
田
尚
樹)

▽
破
戒
者
た
ち(

高
杉

良) 

▽
大
江
戸
釣
客
伝
〈
上
・
下
〉

(

夢
枕
獏)

▽
光
媒
の
花(

道
尾
秀
介) 

▽
わ
れ
に
や
さ
し
き
人
多
か
り
き(

田

辺
聖
子)

▽
共
食
い(

田
中
慎
弥)

▽

ク
リ
ス
タ
ル
・
ヴ
ァ
リ
ー
に
降
り
注

ぐ
灰(

今
村
有
紀) 

▽
マ
ン
ボ
ウ
の

最
後
の
家
族
旅
行(

北
杜
夫)

▽「
箱

庭
旅
団
」（
朱
川
湊
）

〈
児
童
書
〉▽
し
ご
と
ば
・
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
他
シ
リ
ー
ズ
３
冊(

鈴
木

の
り
た
け)

▽
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
イ

ノ
シ
シ
・
ノ
シ
シ
大
ピ
ン
チ
他
シ
リ

ー
ズ
２
冊(

原
ゆ
た
か) 

▽
お
ば
け

の
ア
ッ
チ
と
ド
ラ
ラ
ち
ゃ
ん
他
シ
リ

ー
ズ
２
冊(

門
野
栄
子) 

▽
ぐ
り
と

ぐ
ら
の
あ
い
う
え
お
他
シ
リ
ー
ズ
９

冊(

な
か
が
わ
り
え
こ
／
や
ま
わ
き

ゆ
り
こ)

〈
年
末
特
別
貸
出
し
〉

　
12
月
21
日
よ
り
毎
年
恒
例
一
人
５

冊
ま
で
の
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。

〈
一
　
般
〉▽
幸
い
は
降
る
星
の
ご
と

く
（
橋
本
治
）
▽
時
雨
あ
と
（
藤
沢

周
平
）
▽
徳
川
の
夫
人
た
ち
（
吉
屋

信
子
）
▽
雷
の
波
涛
（
船
戸
与
一
）

▽
夜
桜
、
春
霞
ノ
乱
、
散
斬
（
佐
伯

泰
英
）
▽
南
極
風
（
笹
本
稜
平
）
▽

殺
人
の
祭
壇
（
森
村
誠
一
）
▽
衆
愚

の
果
て
（
高
嶋
哲
夫
）
▽
汚
れ
ち
ま

っ
た
道
（
内
田
康
夫
）
▽
こ
の
君
な

く
ば
（
葉
室
麟
）
▽
禁
断
の
魔
術
　

ガ
リ
レ
オ
８
（
東
野
圭
吾
）
▽
ツ
ナ

グ
（
辻
村
深
月
）
▽
彷
徨
い
人
（
天

野
節
子
）

〈
ロ
ー
タ
リ
ー
文
庫
〉▽
火
山
の
ふ
も

と
で
（
松
家
仁
之
）
▽
有
珠
山
の
地

殻
変
動
予
測
に
関
す
る
研
究
、
室
蘭

地
質
図
幅
（
北
海
道
立
地
質
研
究
所
）

▽
岩
石
と
宝
石
の
大
図
鑑
（
ロ
ナ
ル

ド
・
ル
イ
ス
・
ボ
ネ
ウ
ィ
ッ
ツ
）
▽

Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
と
は
何
か
（
朝
日
新
聞

大
阪
本
社
科
学
医
療
グ
ル
ー
プ
）
▽

新
訂
カ
モ
ン
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
叶
内

拓
哉
）
▽
歩
こ
う
札
幌
の
地
形
と
地

質
（
北
海
道
新
聞
社
）

●
開
館
時
間

午
前
10
時
よ
り
午
後
４
時
20
分

●
12
月
休
館
日

６
日
・
13
日
・
20
日
・
23
日
・
27
日
・

１
月
10
日

（
毎
週
木
曜
日
・
祝
祭
日
休
館
）

あ
ぶ
た
読
書
の
家
　
76-

２
１
０
０

み
ず
う
み
読
書
の
家
　
75-

４
７
０
２

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

わ
た
し
の
う
た

庭
上
に
し
づ
ま
る
小
菊
は
伏
し
む
れ
て

　
　
　
　
　
陽
の
い
ろ
に
ぶ
く
冬
の
ち
か
き
も
　
　
　
大
　
西
　
芳
　
子

温
も
れ
る
蒲
団
に
包
ま
れ
起
き
難
し

　
　
　
　
　
時
計
の
針
は
無
情
に
進
む
　
　
　
　
　
　
北
　
島
　
加
　
代

対
等
に
妻
と
歩
め
ぬ
も
ど
か
し
さ

　
　
　
　
　
足
の
衰
へ
深
ま
る
こ
の
ご
ろ
　
　
　
　
　
太
　
田
　
　
　
智

し
ら
樺
の
ど
こ
ま
で
も
つ
づ
く
こ
の
径
は
　

　
　
　
　
　
い
つ
か
息
子
と
来
た
山
峡
の
径
　
　
　
　
山
　
木
　
　
　
孝

あ
け
方
に
近
所
の
家
の
水
洗
の
音

　
　
　
　
　
床
の
中
に
て
そ
う
聞
き
て
ゐ
つ
　
　
　
　
元
　
田
　
フ
ジ
子

綿
虫
の
湧
き
て
槌
音
冴
え
わ
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
那
　
須
　
伶
　
子

紅
葉
を
病
窓
で
見
る
口
惜
し
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
瓶
　
　
　
修

高
速
路
き
し
子
背
負
く
る
冬
銀
河
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
村
　
育
　
子

落
葉
ち
り
吹
く
た
び
ち
ぎ
り
絵
変
り
け
り
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
　
　
勇

秋
う
ら
ら
風
車
う
な
づ
く
程
の
風
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
知
　
子

峡
は
今
霜
の
き
ら
め
く
十
戸
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
敏
　
子

俳
　
句
　
【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
十
一
月
定
例
会
よ
り

く
ち
お み

ず

こ

し
ょ
い

か
い

短
　
歌
　
【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
十
一
月
定
例
会
よ
り

　お茶わん１ぱいに、ごはんは何つぶ？

大きな数を実感する秘伝米つぶ換算術（か

んさんじゅつ）。

　いまの子どもに必要なのは、朝ごはん

を食べることと、この本です。

「もしも日本人が米
つぶだったら」
　山口タオ／
津川シンスケ

今月の１冊



 

　
　
爺
湖
消
防
団（
団
長
　
寺
島
勉
）

　
　
で
は
、
10
月
16
日
（
火
）
午
後

２
時
よ
り
洞
爺
湖
温
泉
「
の
ぞ
み
団

地
５
号
棟
」
に
お
い
て
秋
季
消
防
演

習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
演
習
で
は
、
「
４
階
居
室
か
ら
出

火
し
た
」
と
の
想
定
で
、
消
防
車
と

救
急
車
が
出
動
し
、
消
防
職
・
団
員

に
よ
る
指
揮
命
令
が
的
確
に
伝
達
さ

れ
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
十
分
に

発
揮
し
、
連
携
の
と
れ
た
消
火
活
動

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
消
防
団

で
は
、
今
後
更
な
る
技
術
の
向
上
に

努
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
来
賓
の
方
々
か
ら
日

頃
の
消
防
活
動
に
対
す
る
慰
労
の
言

葉
を
い
た
だ
き
、
無
事
に
演
習
を
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
11
月
12
日（
月
）・
13
日（
火
）の
２

日
間
、
虻
田
中
学
校
２
年
生
の
職
業

体
験
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
車
両
説

明
や
各
種
訓
練
・
通
信
指
令
業
務
な

ど
に
加
え
、
消
防
車
か
ら
の
放
水
体

験
や
屈
折
梯
子
車
搭
乗
な
ど
を
体
験

し
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
、
未
来
の

消
防
士
が
誕
生
す
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

　
洞
爺
湖
支
署
及
び
洞
爺
湖
消
防
団

で
は
、
11
月
初
旬
、
町
内
の
独
り
暮

ら
し
の
高
齢
者
宅
等
を
訪
問
し
防
火

査
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
毎
年
寒
さ
が
一
段
と
厳
し
く
な
る

冬
を
ま
え
に
消
防
職
員
と
女
性
団
員

が
合
同
で
、
ス
ト
ー
ブ
や
ガ
ス
コ
ン

ロ
な
ど
の
火
を
使
用
す
る
器
具
周
り

の
点
検
を
行
っ
て
お
り
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
確
認
も
併
せ
て
実

施
し
ま
し
た
。

洞
爺
湖
消
防
団

秋
季
消
防
演
習
を
実
施

高
齢
者
住
宅
の

防
火
査
察
を
行
う

虻
田
中
学
校
職
業
体
験

洞爺湖支署(　76-2119)・洞爺出張所(　87-2119)『火災・救急・救助119番』

平
成
24
年
１
月
１
日
〜

　
　
　
　
10
月
31
日
現
在

●
火
災
　
４
件

●
救
急
　
428
件

平
成
24
年
１
月
１
日
〜

　
　
　
　
10
月
31
日
現
在

●
火
災
　
４
件

●
救
急
　
428
件

「
消
し
た
は
ず

　
　
決
め
つ
け
な
い
で

　
　
　
　
　
　
　
　
も
う
一
度
」

統
一
標
語

　平成23年度西胆振消防組合決算概要をお知らせします。

　歳入では、歳入グラフのとおり自主財源の消防負担金が最も大きく、

構成４市町の規模（人口割、財政割）及び均等割により負担率が決

められています。

　歳出では、歳出グラフのとおり給与費が最も大きく、その他の歳

出は主に消防本部、消防署（支署）の活動経費に充てられます。

問合せ先は、西胆振消防組合消防本部総務課（　0142-21-5000）。

西胆振消防組合平成23年度決算概要

〔歳　　入〕            1,518,566

1.消防負担金　　　     　140,392

　(内訳)  　 伊 達 市 　 676,155

　　　　   　洞爺湖町  　382,581

　　　　   　豊 浦 町    170,567

　　　　   　壮 瞥 町    173,829

2.使用料及び手数料           442

3.道支出金                14,305

4.財産収入                 1,414

5.繰入金                  44,455

6.繰越金                  33,889

7.諸収入                  20,969

単位：千円

〔歳　　出〕            1,483,185

1.議　　 　会　 　　費　     593     

2.監　査　委　員　会       159

3.消　　 　防 　　　費   313,858

4.給　　 　与　 　　費 1,078,815

5.公　　　 債　　 　費    89,760 

単位：千円

歳入合計
15億1856万6千円

諸収入
1.38％

消防負担金
92.40％

繰越金
2.23％

繰入金
2.93％

財産収入
0.09％

道支出金
0.94％

使用料及び
手数料
0.03％

歳出合計
14億8318万5千円

監査委員会
0.01％

議会費
0.04％

消防費
21.16％

給与費
72.74％

公債費
6.05％

日頃の成果を発揮した秋季消防演習日頃の成果を発揮した秋季消防演習

消防士に扮する虻田中学校生消防士に扮する虻田中学校生



詳細は下記へ
http://www.
laketoya.com

洞爺湖周辺の
ブランド肉を食べよう
キャンペーン実施中!!

◆ブランド肉が食べられる洞爺湖温泉の宿泊施設・飲食店一覧◆

2012年
10/20(土)

2013年
1/31(木)

★は昼食で味わえる飲食店です。

か
わ
ら
版
№６

洞爺湖温泉
観光協会
食事業委員会
　75-2446

あ
り
が
と
〜
や

食を通して
洞爺湖を一つ

とうや湖黒毛和
伊達黄金豚

とうや湖あか毛和

豊浦SPF豚

洞爺湖サミット記念館
洞爺湖観光情報センター
洞爺湖温泉観光協会



洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会だより

第６号

洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会

(洞爺湖町役場ジオパーク推進課内)

　(0142)74-3015

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11月２日～５日の間、高知県室戸市で、第３回ジオパーク全国

　　　　　　　　　　　　　　　　　　大会が開催され、全国から集まった約500名がジオパークについて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　学び、情報交換を行いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基調講演では、産業技術総合研究所渡辺真人理学博士が「ジオ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　パークのあゆみ」と題してお話されたほか、北海道大学大学院文

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　学研究科の宮内泰介教授が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道の事例を取り上げつ

つ、人間と自然の関係についての講演をされました。

　ジオツアーでは、地元ガイドさんが、室戸岬など見どころを案内

し、地球のダイナミックな営みをわかりやすく解説してくれまし

た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分科会では「保護と活用」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ジオパークと地域住民との関わり」「ストーリー作りと表現法」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ジオパークを活用したビジネス」に分かれて討議が行われ、全

　　　　　　　　　　　　　　　　　　国から集まったガイドさんやビジネスに役立てている方々、ボラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンティアの方々が、自分たちの抱えている問題や解決策について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　話し合う有意義な時間となりました。当ジオパークからは火山マ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　イスターがバーチャルジオツアーと分科会でそれぞれ発表を行い、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　活動のＰＲを行いました。

　11月10日、ジオサイト（ジオパークのみどころ）のひとつ

である旧とうやこ幼稚園の草刈作業が、協議会に参画してい

る地域の住民団体と、ボランティア参加のジオパーク・パー

トナーの皆さん合わせて約30名により実施されました。

　旧とうやこ幼稚園周辺は、2000年の噴火以後、植生回復の

経過を見守ってきましたが、ススキやグミの木などが大人の

背丈以上に生い茂り、見通しのきかない状態となったため、

協議会学識顧問の岡田弘先生、三松正夫記念館・三松三朗館

長と打ち合わせをしながら、作業を行いました。

　作業後は、噴火湾を望む園庭、砂場、池、遊具が見渡せる

ようになり、2000年の噴火時に火口から降ってきた、巨大な

噴石も多数見られるようになりました。

　一方噴火から10数年を経た植物の状態を観察できるように、

一部は草刈をしないまま残してあります。来春以降、見どこ

ろの増えたジオサイト「旧とうやこ幼稚園」をぜひ見に来て

ください。

西山山麓火口散策路(南口)
旧とうやこ幼稚園周辺の草刈実施！

第３回日本ジオパーク全国大会
（室戸大会）が開催！

新しく日本ジオパークになった地域の認証式新しく日本ジオパークになった地域の認証式

分科会で発表を行う火山マイスター分科会で発表を行う火山マイスター

作業前の旧とうやこ幼稚園作業前の旧とうやこ幼稚園

作業後、水のみ場やベランダが見えるようになりました。作業後、水のみ場やベランダが見えるようになりました。

室戸岬でのジオツアー室戸岬でのジオツアー



　
　
月
14
日
〜
12
月
17
日
ま
で
、
静

　
　
岡
県
裾
野
市
で
開
か
れ
る
、
女

子
サ
ッ
カ
ー
の
全
国
的
な
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
合
宿
に
参
加
が
決
ま
り
、
大

き
な
期
待
を
抱
き
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。

　
同
ト
レ
セ
ン
の
参
加
は
、
昨
年
に

続
い
て
２
回
目
で
、
胆
振
管
内
か
ら

１
人
、
道
内
か
ら
は
14
人
が
選
抜
さ

れ
ま
し
た
。

　
小
学
校
１
年
で
当
時
の
虻
田
サ
ッ

カ
ー
少
年
団
に
入
り
、
現
在
は
、
中

学
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
と
室
蘭
の
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
「
室
蘭
ア
イ
ス
バ
ー
ズ
」

の
両
方
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　「
今
年
は
無
理
か
も
し
れ
な
い
」と

思
っ
て
い
た
の
で
、選
抜
決
定
を
聞

い
て「
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
」と
顔

を
ほ
こ
ろ
ば
せ
、「
去
年
は
、
参
加

す
る
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
」

と
反
省
し
、
「
今
年
は
、存
在
感
を

だ
し
て
、自
分
の
長
所
と
短
所
を
確

認
し
た
い
」と
参
加
の
目
的
を
明
言
。

　
今
年
４
月
か
ら
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
経
験
し
、
一
層
サ

ッ
カ
ー
の
魅
力
を
感
じ
「
高
校
に
行

っ
て
も
サ
ッ
カ
ー
は
続
け
た
い
」
と

話
し
ま
す
。
一
方
プ
ロ
の
道
は
と
の

問
い
に
「
ま
だ
ま
だ
で
す
」
と
堅
実

な
一
面
も
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

秦野風香さん（虻田中学校３年）

　
　
田
地
区
、
洞
爺
地
区
そ

　
　
れ
ぞ
れ
で
、
こ
の
時
季

恒
例
の
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、

芸
術
の
秋
を
彩
り
ま
し
た
。

　
虻
田
地
区
で
開
か
れ
た
洞

爺
湖
町
総
合
文
化
祭
（
主
催

洞
爺
湖
文
化
団
体
協
議
会
＝

越
前
谷
邦
夫
会
長
）
は
、
ス

テ
ー
ジ
と
展
示
の
２
部
門
で

開
催
。

　
10
月
27
日
、
28
日
の
両
日

に
は
、
あ
ぶ
た
ふ
れ
合
い
セ

ン
タ
ー
で
ス
テ
ー
ジ
部
門
の

発
表
会
が
行
わ
れ
、
満
員
の

観
客
を
前
に
、
歌
や
踊
り
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
展
示
部
門
は
、
11
月

３
日
〜
５
日
の
３
日
間
、
母
と
子
の

館
で
開
か
れ
、
菊
の
展
示
を
は
じ
め

各
種
サ
ー
ク
ル
の
作
品
が
多
く
並
べ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
町
民
囲
碁
大

会
や
虻
田
吹
奏
楽
団
の
定
期
演
奏
会

な
ど
も
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
洞
爺
地
区
で
も
、
洞
爺
湖
町
民
文

化
祭
（
主
催
と
う
や
文
化
協
会
＝
村

上
隆
昭
会
長
）
の
展
示
部
門
が
、
11

月
３
日
〜
５
日
の
３
日
間
洞
爺
総
合

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
絵
手
紙
、

写
真
、
書
道
な
ど
多
く
の
作
品
が
出

展
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
23
日
に
は
、
芸
能
発
表
会
が

同
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
楽
器
演
奏

や
合
唱
、
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
協
賛
バ
ザ
ー
と
し
て
行

わ
れ
た
手
打
ち
蕎
麦
の
販
売
も
好
評

を
博
し
、
会
場
と
な
っ
た
和
室
に
笑

顔
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

町
内
に
文
化
の
香
り
漂
う

昨年に続く２度目の栄誉
ナショナルトレセンＵ-15に
昨年に続く２度目の栄誉
ナショナルトレセンＵ-15に

菊の展示に見とれる来場者菊の展示に見とれる来場者

広告



12月の健康・子育て・イベントカレン

　　　　　　12日（水）　保育所開放　　　　　　　10:00～11:30　入江保育所（　76-4317）

　　　　　　14日（金）　洞爺地区健康相談　　　　９:30～11:30　洞爺総合支所（　82-5111）

　　　　　　　　　　　保育所開放　　　　　　  10:00～11:30　本町保育所（　76-2673）

　　　　　　19日（水）　げんきクラブ（虻田地区）　13:30～15:30　健康福祉センター（　76-4006）

　　　　　　　　　　　保育所開放　　　　　　　10:00～11:30　桜ヶ丘保育所（　75-2088）

　　　　　　20日（木）　乳児健診　　　　　　　　14:30～       洞爺ふれ愛センター（　87-5185）

　　　　　　21日（金）　洞爺地区健康相談　　　　９:30～11:30　洞爺総合支所（　82-5111）

　　　　　　　　　　　親子ふれあい遊び　　　　10:00～11:30　健康福祉センター（　76-4006）

　　　　　　26日（水）　げんきクラブ（洞爺地区）　13:30～15:30　洞爺ふれ愛センター（　87-5185）

平成25年１月10日(木)　１歳６カ月児・３歳児健診　12:45～　     健康福祉センター(　76-4006）

日(曜) 行　　　事 時　　間 場　　　所

ご家族の深い愛情につつまれて誕生した
プリンスとプリンセスのご紹介です。
ご家族は｢早く大きくな～れ｣と成長を
楽しみにしていることでしょう。
いろいろな可能性を秘めて洞爺湖町に
誕生した赤ちゃん。その純粋な瞳は何を
見つめているのでしょうか？

砂山　うたちゃん
      　　 　　

明広さん・麻奈さん
９月５日生　入１区

菅原　咲花ちゃん
      　　 　 (さな)

哲さん・紗貴さん
９月18日生　入１区

浅利　羽雲くん
      　　 　　 (わく)

敏貴さん・恭代さん
９月３日生　６区

藤田　一花ちゃん
      　　 　 (いちか)

尚宏さん・教子さん
９月12日生　入３区

　入江・高砂貝塚館、郷

土資料館、洞爺湖芸術館

は、12月１日より３月31

日まで冬期閉館となりま

す。

　多くの皆さんにご来館

いただきありがとうござ

いました。

冬期閉館の
お知らせ
冬期閉館の
お知らせ

■日　時　12月14日（金）
　　　　　17時15分～
■場　所　ＪＲ洞爺駅
◆点灯期間は、平成25年２月11日（祝）まで。
　時間は、17時から21時30分まで点灯します。
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男…………4,598人（＋１）
女…………5,295人（＋24）
計…………9,893人（＋25）
世帯……5,104世帯（＋22）

人口と世帯の動き　10月31日現在

ママさんバレー「洞爺湖」
監督　中村　円　会員15人

　
　
年
洞
爺
湖
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

　
　
会
が
結
成
さ
れ
て
40
周
年
を
迎

え
ま
す
。そ
の
約
３
年
後
に
マ
マ
さ

ん
バ
レ
ー
チ
ー
ム
と
し
て
誕
生
し
た

の
が「
洞
爺
湖
」。

　
11
月
11
日
に
伊
達
市
で
開
催
さ
れ

た
第
４
回
室
蘭
民
報
杯
マ
マ
さ
ん
バ

レ
ー
大
会
で
は
、昨
年
に
続
き
２
連

覇
を
達
成
し
、「
気
持
ち
だ
け
は
負
け

な
い
よ
う
に
心
掛
け
た
。う
れ
し
い
」

と
チ
ー
ム
最
年
少
の
澤
田
美
史
主
将

は
、笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　
チ
ー
ム
の
特
徴
に
つ
い
て
は「
明

る
く
元
気
が
よ
く
、サ
ー
ブ
で
揺
さ

ぶ
り
、粘
り
強
く
拾
う
の
が
勝
利
の

方
程
式
」と
、こ
の
４
月
に
チ
ー
ム
を

任
さ
れ
た
中
村
円
プ
レ
イ
ン
グ
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
は
胸
を
張
り
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
の
平
均
年
齢
は
、約
40

歳
で
、多
く
は
学
生
時
代
な
ど
の
経

験
者
。通
算
す
る
と
約
30
年
ほ
ど
バ

レ
ー
に
関
わ
っ
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
選

手
も
い
て
、仕
事
を
抱
え
な
が
ら
も
、

練
習
に
励
む
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
愛
好

者
ば
か
り
で
す
。

　
こ
の
２
連
覇
の
勢
い
を
駆
っ
て
、

澤
田
主
将
は「
な
ん
と
か
全
道
大
会

に
出
場
し
た
い
」と
い
つ
も
の
練
習

に
も
力
が
入
り
ま
す
。

　
現
在
練
習
は
、あ
ぶ
た
体
育
館
で
、

月
曜
日
と
水
曜
日
の
週
２
回
、19
時

〜
21
時
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
と
い
う
事
で
制

約
が
あ
り
ま
す
が
、35
歳
以
上
な
ら

独
身
者
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
ブ
ラ
ン
ク
で
バ
レ
ー
か
ら
少
し
遠

ざ
か
っ
て
い
る
人
な
ど
、興
味
の
あ

る
人
は
、バ
レ
ボ
ー
ル
協
会
会
長
の

青
木
さ
ん（
　
76-

３
５
８
９
）へ
連

絡
く
だ
さ
い
。

今月のワンショット 東奔西走東奔西走
　今年１年を振り返る時期を迎えました。私の１年

と言えば、今年も広報の〆切りに追われる日々のく

り返しでした。

　忙しく仕事ができるということは、幸せなことで

すが……。　　　　　　　　　　　　　　　(Ｈ・Ｏ)

オープンしたイルミネーショントンネルを歩く家族連れオープンしたイルミネーショントンネルを歩く家族連れ


